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　常勤役員の5名が令和6年の抱負を漢字一文字で表す
　「一文字抱負」を行いました！ぜひYouTubeでご覧ください♪

■北育ち元気村花き生産組合　通常総会

■若い力で深川市を盛り上げる！
　「青年部深川支部」設立総会

■幌加内町もち米生産組合　鏡餅を贈呈

■営農懇談会　開催
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目　次JAきたそらちでは、ホームページ/Facebook/
Instagram/YouTubeで、魅力満載の情報を
発信中です！ぜひ、ご覧ください！
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　ˋԧᲰ年Ψにჽ川ჄでႆဃしたᏡႇҞ地ᩗを受け、「たどしᛐ定こどもטかƥっこ」のോჇט長が1

月21日、ᘮ者支援ѣの一としてᘮ地であるჽ川Ⴤᆭ൦町にあるή࿂̬ݢᏋטで໑きЈしを行った。

　Ძ月1�日、支援ѣの応援のため当JAの岩ဋฌദ組ӳ長が同（࣓ࡇٶ）טを訪れ、「ᘮ地でってい

るႏさんに፦ԛしいごを食べてもらいたい」とข川င米「ななつǅし」のඹ米2�MIを提供した。

　໑きЈしには໑きᡂみごとӳǘƤてჽがਰᑈǘれた。

　ോט長は「ྵ地が日ࠝを取りƤるѣとなるよう支援していきたい」とᛅす。

ඃࡂへਂ࢈ถʮͳͳͭ΅͠ʯΛఏڙඃࡂへਂ࢈ถʮͳͳͭ΅͠ʯΛఏڙ

　Ძ月1�日、北ᏋƪΨൢ花きဃင組ӳ（ဋଡʂ組ӳ長）のᡫࠝዮ会がラȷカンȑーニȥホ

テルข川で開͵され、ဃင者や市ئをڼめとする᧙̞ೞ᧙など1��Ӹが参加した。

　当日はዮ会にέだって*$%北海道્ᡛ（ఇ）のౕ結ஊ花アナǦンサーによる「『どǖんこアナǦンサー７年Ⴘ』

᳸北海道ᠾಅがƑてくれたこと᳸」と᫆したؕ調ᜒが行ǘれた。ᜒでは、ౕ൞がЈする「あƙりྛ北

海道0':6」で取をした北海道のᠾအငཋのॖٳとჷらないᝃჷᜤやજࢨのᘻ側などクイズをʩƑながらኰʼ。

ౕ൞は「ᣟȷɭမऴѬなどᐯЎではどうにもならないものとい、එ山のʴのらしやԡを支Ƒるᠾಅはかっこ

いい。今後もᠾಅは楽しいᲛかっこいいという事をˡƑていきたい。北海道ᠾಅを一緒にႮり上ƛていきましǐうᲛ」

とԠƼかけた。

　Ʀの後行ǘれたᡫࠝዮ会では、開会にあたりဋ組ӳ長が「ମ年はᚡႎなཹでԼឋの˯ɦȷӓのถݲへ

とጟがったためٰئの᭗ภݣሊが࣯Ѧ。ٶಮ҄するᩔᙲに௩᠂にݣ応し、

ԼឋのӼ上をりながら同組ӳのȖランディングを一҄ࢍޖしていきたい」

とਮਠ。

　Јᒵσѕ会の表ࢧでは、７部会

�4Ӹが表ࢧされ、代表ԼႸのシ

Ȍアーǿ部ᧉではᡫࠝ表ࢧで野Ҿ

利૨൞（一ࠂ地ғ）がஇ優ᅵចに

᠗いた。

　同組ӳではˋԧ�年ࡇの販売ૠ

がኖ2�ɢ�4��ረ、販売᫇は

1�Ε1�8�ɢόとମ年の販売᫇

16Εόにはފかなかったが、今

ׅも道内トップの販売᫇となった。

　なお、ૼࢫՃはӫᚡのᡫり。
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役職名 氏名 地区
組 合 長 田村　昌之 妹背牛
副組合長 内藤　敬人 音江
副組合長 松本　和宏 北竜
会 計 室田　健一 沼田
理 事 尾嵜　雅一 深川
理 事 菅原　浩道 納内
理 事 遊佐　　稔 多度志
理 事 永野　義典 雨竜
理 事 越智　利政 秩父別
監 事 神尾　　誠 一已
監 事 定講　保男 妹背牛
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　12月1�日、ข川市、ข川ՠ工会議所、ਏ഻ܖٻ北海道ჺ期ܖٻ、当JAのׄ者が地域のᛢ᫆ᚐൿやࣱ҄、

。に݃ɨすることをႸႎとした包括連携に᧙する協定を締結したޒり、地域社会のႆのᏋȷᄂᆮのΪܱをܖٻ

　当日、市ࢫ所で調印式が行ǘれ、ဋ中ଡ࠳市長、࠼野勝利会᪽、ဋ中ᒍܖࢠ長、岩ဋฌദ組ӳ長がЈࠗし、

ƦれƧれ協定に調印した。

　ဋ中市長は「今後のᘑƮくりや子どもたƪのசஹのためにも連携協定がእらしいௐを上ƛられるよう取り

組みをᡶめていきたい。」とਮਠした。

　今後ׄ者は、ᠾや食にᚑれるئの提供やૼᙹݼᠾ者ȷᠾಅを࣓す地域おこし協щᨛへӼけたჺ期ႎなᄂ̲など

ૼたな取り組

みをᚘဒして

いる。
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若い力で深川市を盛り上げる！
「きたそらち農業協同組合青年部深川支部」設立総会

12月21日、ข川市ኺฎǻンǿーで「きたƦらƪᠾಅ協同組ӳ᩷年部ข川支部」の設ᇌዮ会が開͵され、

部Ճȷ᧙̞ೞ᧙あǘƤて64Ӹが参加。支部長には、ٻ井ᄂٽ൞（࣓ࡇٶ支部）がݼ˓した。

　これまでข川市内の᩷年部は、12年のJAきたƦらƪ᩷年部（ข川市内5支部、雨竜支部、北竜支部、

幌加内支部）ႆឱ後も本部ѣとɳ行して、ҥ協があったӲ地ғ5支部（一ࠂ、᪦൶、ข川、ኛ内、࣓ࡇٶ）

によるѣをችщႎに行ってきたが、ᡈ年は地域の᭗ᱫ҄と後ዒ

者ɧឱによる部ՃૠのถݲとࢫՃのਃい手ɧឱがॸࣱႎにዓいて

いた。Ʀれらのᛢ᫆にႺ᩿した中で、ˋԧ5年1月、市内Ӳ支部

の支部長はӳ́Јஹるかの可Ꮱࣱをるために「ข川市内5支部

ӳ́ਖ਼ᡶ協議会」を設ᇌ。ᚘ�ׅの協議会をኺて、ʴૠがٶいか

らこƦできる事ಅのΪܱȷ地域のఌをឬƑた್のጟがり҄ࢍȷ

さらにΪܱした᩷年部ѣを行うというॖ፯のもと、市内Ӳ支部

ƦれƧれがˋԧ5年ࡇをもってᚐし、この日、「きたƦらƪᠾ

ಅ協同組ӳ᩷年部ข川支部」をᇌƪ上ƛた。

　同協議会のႆឪʴ代表をѦめたٻ井支部長は「今ׅのӳ́は“ʴ

がݲなくなったからӳ́する“という後ǖӼきなものではなくЭ

Ӽきなもの。今後Ϊܱした事ಅᢃփ、್のつながり҄ࢍ、ᒉいщ

でข川市をႮり上ƛていくことをしっかりとܱោしていきたい」

とਮਠを行った。

　議事では、ங洋᠒൞（ข川支部）を議長に選Јし、事ಅإԓ

ɳƼにൿም、ᚘဒ議కがҾకᡫり১ᛐされた。また、同支部設ᇌ

にˤいࢫՃおよƼྰ長ȷSNSྰの選˓も行ǘれた。

　なお、ૼࢫՃはӫᚡのᡫり。

役　　　　職 氏　　　名 班
支　 部　 長 大井　研太 多度志
副　支　部　長 北村　勇気 一已
地域振興部長 佐々木勝哉 多度志
地域振興副部長 上島　一也 音江
会　　　　 計 遠藤　雅仁 多度志
会　　　　 計 浅井　裕貴 納内
代　表　監　事 宮田　雅大 深川
監　　　　 事 亀上　健太 一已
監　　　　 事 横内　優治 深川

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（3）



第24回　JAきたそらち青年部通常総会

青年部青年部青年部青年部青年部青年部
だよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだよりだより
青年部
だより
青年部
だより

　Ძ月16日、JAきたƦらƪ᩷年部（ᬡбӪ部長）のᇹ24ׅᡫࠝዮ会が当JAの本所にて開͵され、ۀ˓ཞ

によるЈࠗをԃめ126ӸのႱӐがЈࠗした。

　開会にあたり、ᬡ部長（᪦൶支部）は「ݲしƣつǳロナᅤˌЭのؾを取りし、ମ年はスȎーȡッǻーǸ˺

や北Ȗロックྶ২ٻ会、部Ճʩ්会など᩿ݣでのѣがႆな一年とな

った。᩷年部としては今後もܤμ࣎ܤなᠾအငཋをဃငȷ供ዅしዓけ、地

Ψだけではなく北海道ȷ日本の食૰をܣることを信ࣞとして日ŷのᠾ˺ಅ

にӼきӳっていく」とਮਠした。

　議事ではˬங࠼ԧ൞
ข川支部�を議長に選Јし、事ಅȷൿምإԓɳƼに

事ಅᚘဒȷʖምకなどがҾకᡫり১ᛐされた。ˋԧᲰ年ࡇより本部長をѦ

めるܷဋᨻٻ൞（ข川支部）は「ǳロナᅤˌЭのѣがЈஹるようになっ

たので今年ࡇはମ年ࡇˌ上にႆなѣを行っていきたい。またข川市内

Ჯ支部ӳ́にˤい、本部

のࢫՃ˳СやӲ支部のਤ

ƪׅりሁをൿめていくた

めにも、ࢫՃ一同、щを

ӳǘƤてᚐൿしていく」

とݼ˓へのॖൢᡂみをᛖ

った。

　なお、ૼࢫՃはӫᚡの

ᡫり。

　Ძ月18日、JAᆰჷ᩷年部連ӳ会北Ȗロック（川ᅎٽ代表理事）のዮ会が当JA本所にて開͵され、北Ȗロ

ックሥ内の᩷年部（JAきたƦらƪ、JA北いƿき）ႱӐ��ӸがЈࠗした。

　開会にあたり川代表は「ྶ২ٻ会にڼまり、ਏ഻ܖٻ北海道ჺ期ܖٻとのॖᙸʩ੭会や北Ȗロック᩷年部ٻ

会とǳロナᅤˌЭのようにすべての行事をႱӐȷ᧙̞Ӳˮのႏಮにご協щ᪬きஊॖ፯なѣができた。北Ȗロック

のѣをさらにᑣいものにするためႏಮからのᝮなॖᙸを᪬きたい」とਮਠ。

　議事では井ᘽᝮ൞（ข川支部）を議長に選Јし、事ಅȷൿምإԓɳƼに事ಅᚘဒȷʖምకなどがҾకᡫり১

ᛐされた。またࢫՃો選により、ˋԧ6年ࡇの代表理事をѦめることとなったᣒဋਏʍ൞（ڶ背ཅ支部）は「北

Ȗロックの一ٻ行事であるྶ২ٻ会が行ǘれるᨥはよりٶくの

部Ճのႏさまのご参加をおᫍいしたい。ɧܤなൢਤƪはあるが

「っていきますので、一年間よǖしくおᫍいしますࢌՃ一同᪴ࢫ

とݼ˓ਮਠを行った。

ＪＡ空知青年部連合会北ブロック総会
令和５年度

役職 氏名 支部
部 長 宮田　雅大 深川
副 部 長 大井　研太 深川
副 部 長 沖田　雅宏 雨竜
常任理事 浅井　裕貴 深川
常任理事 北島　和也 北竜
常任理事 花岡　恵佑 幌加内
理 事 前田　直輝 深川
理 事 松浦　保徳 深川
理 事 柏木　洋輔 深川
理 事 吉田　翔吾 深川
理 事 遠藤　雅仁 深川
理 事 折出　一貴 雨竜
理 事 岩倉　竜矢 北竜
理 事 德重　雅也 幌加内
代表監事 上島　一也 深川
監 事 北村　勇気 深川

役職 氏名 JA名 支部
代 表 理 事 酒田　拓也 北いぶき 妹背牛
副代表理事 大井　研太 きたそらち 深川
理 事 稲見　昌彦 きたそらち 幌加内
監 事 長谷　修幸 北いぶき 妹背牛

（4）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　12月12日、JAボランティア花菜（井上信子会長）がクリスマスプレゼントとしてお菓子の袋詰め

を幌加内町社会福祉協議会へ贈呈した。同組織では毎年この時期に同協議会や町内の福祉施設へ贈呈を

行っており、今年も井上会長が同協議会を訪問し、デイサービス利用者へ可愛らしいクリスマス柄の袋

でラッピングされたお菓子を贈呈した。受け取った利用者の方から

「ありがとうございます。お菓子がとても楽しみ」と感謝の言葉をい

ただいた。

【幌加内支所　岩本】

幌加内支所

雨竜支所

JAボランティア花菜
社会福祉協議会へクリスマスにお菓子のプレゼント社会福祉協議会へクリスマスにお菓子のプレゼント

　雨竜町とバレーボールVリーグ女子３部「アルテミス北海道」

（札幌）は1月18日、札幌市内で開かれた調印式で「包括地

域連携協定」を締結した。

　調印式には、雨竜町の白川久純町長、アルテミス北海道の工藤浩代表理事、内野咲

季選手（背番号４）、奥山優奈選手（背番号７）が参加した。

　今後、雨竜町から『うりゅう米』年間３トンをアルテミス側へ提供、同チームは今シー

ズン着用ユニフォームの背中側に『うりゅう米』ロゴマークをプリント表示する。

　また同チームの本拠地「北ガスアリーナ札幌46」のホームゲームでは、『うりゅう米』

米粉を使用したマカロンやフィナンシェなどの洋菓子も販売される。

　当支所においても、おいしい『うりゅう米』をたくさん食べてリーグ優勝をつかみ

取っていただくよう、雨竜町や地域の方と一緒に応援していきたい。

【雨竜支所　松坂】

うりゅう米３トンを「アルテミス北海道」へ提供うりゅう米３トンを「アルテミス北海道」へ提供

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（5）



　12月21日、幌加内町もƪ米ဃင組ӳがᦟの贈呈を行い、Ӟᒔ組ӳ長と中ᙱҦи組ӳ長が当JA

や幌加内町、上川ዮӳਰᐻޅの�か所を訪問した。

　同ဃင組ӳでは、一年のЈᒵを事ኳƑたことへの感謝と፻年のᝅ˺をᅌᫍして毎年贈呈を行ってい

る。

　ᦟはɦെがႺ21ࢲEO、上െがႺ18ࢲEO、さはኖ6ɘあり、同町の「北もƪƦƹ組ӳ�༾ဋᑀ」

が同町ငの「はくƪǐうもƪ」�қを使い˺した。

幌加内支所

JAきたそらち本所 上川総合振興局幌加内町

鏡餅を贈呈鏡餅を贈呈幌加内町
　もち米生産

組合

+"৬һ৽ަྱձɹ։࠵+"৬һ৽ަྱձɹ։࠵
　1月�日、ラȷカンȑーニȥホテルข川にて、ˋԧ6年ࢫᎰՃૼ

年ʩᅇ会がμࢫᎰՃЈࠗのもと4年ƿりに開͵された。

　岩ဋฌദ組ӳ長は、年᪽のਮਠでࢫᎰՃにݣし「2�年、��年

のѮዓ表ࢧ者には本当に長い期間、ᠾ協の事ಅに携ǘっていただい

た。今後も今までのᙸᜤをかし、さらなるᠾ協事ಅのႆޒにごނщいただきたい。ஹ年ࡇはᇹ8ഏᠾ

ಅਰᐻᚘဒがڼまる。JAのた

めに˴ができるか今年1年をか

けてႏさんとσにᎋƑ、きたƦ

らƪᠾ協のためにᢦᡶしていき

たい」と示した。

　ࠗ上、൨年Ѯዓ表ࢧや優ᑣᢃ

᠃者表ࢧが行ǘれ、提క表ࢧで

は販売部ᠾငᛢのᡁᎢʍᎰՃが

ข川市࣓ࡇٶငᬔᤠしǐを使用

したȝテトチップスをՠԼ҄し

たことについて表ࢧを受けた。

൨年Ѯዓ表ࢧ者についてはӫᚡ

のᡫり。

ʻӬۈଓදজ��ʼ ʻӬۈଓදজ��ʼ
野　ᛗ一（᩷ௐ部）ܢ

ɺޢ　ᇘ一（ኺฎ部雨竜ᛢ）

നဋ　ᘽʚ（ኺฎ部北竜ᛢ）

˙藤　信一（ᗡσฎイチȤン本所）

ဋჇჷ子（ዮѦ部ʴ事ᛢ）ـ

᭗ఙ　ᨒ子（ᠾಅਰᐻ部փᠾ˖ဒᛢ）

山　॓ᬐ（販売部ᠾငᛢ）

中川　သ፦（ኺฎ部雨竜ᛢ）

ဋ中　֒浩（ኺฎ部ਖ਼ᡶᛢ）

ദဋ　̀子（ข川支所փᠾᛢ）

ဋ　แʍ（幌加内支所փᠾᛢ）ـ

ᒰ川　፦ԧ（᩷ௐ部᩷ௐᛢ）

ᙱඕ　ࡍ浩（ኺฎ部༓૰ᛢ北竜ዅ所）

ဋ　　ค（ᠾಅਰᐻ部ਰᐻᛢ）ࡠ

ଡႺ（ኺฎ部ɲೞᛢ　ދ֒

雨竜ᐯѣૢͳ工ئ）

一ৎ　（ᗡσฎ部ᗡᛢ）

Ӵဋ　ਏՁ（ข川支所փᠾᛢ）

˙藤　勝（雨竜支所փᠾᛢ）

˱ŷဌᘘ子（ᗡσฎ᪦൶支所）

᩷まり子（ᗡσฎኛ内支所）

ᮕຓဌᬐ（ᗡσฎ幌加内支所）

（6）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



【著者】石田邦雄（いしだくにお）氏
1946年北海道新得町生まれ。(有)石田コンサルタントオフィス代表取締役、めでる研究室主宰。
国鉄、会計事務所を経て中小企業診断士として独立開業。
現在は社会保険労務士、キャリアコンサルタントとして、組織改革や人材育成に携わる。人と企業
のマッチングを目指し、中小企業大学校を初めJAカレッジなど、多くの団体、企業と携わる。「教
えるよりも考える」、「学ぶより気づく」を柱に、体験学習を交えたわかり易い研修が特徴。著書に「産
業カウンセリング」や「縁を紡ぎ、人を育む」など多数。

新
規
採
用
者
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

も
う
間
も
な
く
新
規
で
採
用
さ
れ
た
職

員
が
貴
Ｊ
Ａ
に
も
誕
生
し
ま
す
。
そ
れ
に

ち
な
み
、
こ
の
人
達
の
”
心
理
的
動
き
“

が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
辿
る
か
に
つ
い
て

今
回
は
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
誰

も
が
そ
う
で
す
が
当
初
は
不
安
と
期
待
の

葛
藤
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。Ｊ

Ａ
に
入
組
し
た
も
の
の
、
彼
ら
に
は
ど
ん

な
組
織
か
一
向
に
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の

為
、
不
安
や
、
人
に
よ
っ
て
は
恐
怖
感
等

を
抱
き
つ
つ
、
自
分
と
同
じ
環
境
に
あ
る

新
規
採
用
さ
れ
た
人
達
の
出
方
を
み
な
が

ら
。
そ
う
し
た
中
、
自
分
の
こ
と
に
関
心

を
持
ち
、
何
か
と
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人

に
好
感
を
抱
き
、
頼
り
に
す
る
と
い
う
構

図
に
な
り
ま
す
。
そ
の
「
不
安
と
警
戒
期｣

を
経
過
す
る
と
、
徐
々
に
緊
張
感
も
ほ
ぐ

れ
、
チ
ー
ム
に
も
馴
染
み
、
少
し
ず
つ
、

組
織
や
集
団
に
興
味
を
持
ち
、
掲
げ
る
目

的
な
ど
に
も
関
心
を
も
ち
始
め
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
の
頃
に
は
”
リ
ー
ダ
ー
や

周
り
か
ら
の
積
極
的
な
働
き
か
け
“
が
大

切
で
、
仕
事
に
関
す
る
面
だ
け
で
は
な
く
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
関
す
る
こ
と
な
ど
も
話

せ
る
よ
う
な
関
係
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
三
つ
目
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
目
標
等
も
共
有
化
で
き
、
そ

の
為
の
規
範
や
規
制
は
い
と
わ
な
い
な
ど

組
織
人
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え
て
く
る

時
期
で
す
。
更
に
よ
り
進
ん
だ
四
つ
目
の

段
階
で
は
、
集
団
へ
の
意
識
が
よ
り
一
層

高
ま
り
、こ
れ
ま
で
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ

た
競
合
等
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
う
し
て
「
私
た
ち
」
と
い
う
考

え
方
も
定
着
し
始
め
、
組
織
人
と
し
て
の

意
識
が
確
立
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
更
に
よ

り
進
ん
で
、
組
織
や
チ
ー
ム
の
雰
囲
気
、

伝
統
等
を
肌
で
感
じ
、
組
織
が
持
つ
誇
り

や
使
命
感
な
ど
が
育
ま
れ
「
団
結
心｣

が
高

揚
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。最
後
の
ス
テ
ッ

プ
が
、
こ
れ
ら
の
過
程
を
経
て
メ
ン
バ
ー

同
士
で
自
律
的
に
調
整
等
を
図
り
な
が
ら
、

各
人
の
役
割
分
担
や
地
位
等
を
よ
り
明
確

に
し
目
的
に
向
か
う
と
い
う
よ
う
に
進
化

し
て
い
き
ま
す
。

　
以
上
、
新
た
な
組
織
に
加
わ
ろ
う
と
す

る
時
、
一
般
的
に
人
の
心
理
が
ど
う
動
く

か
を
６
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
わ
け
見
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
新
採
用
に
な
っ
た
職
員
の

み
で
は
な
く
、
人
事
異
動
に
よ
り
新
た
な

部
署
に
配
属
さ
れ
た
場
合
も
こ
れ
に
準
じ

た
流
れ
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

す
で
に
チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
っ
た
に
し
て

も
、
有
事
の
場
合
等
、
新
た
な
出
来
事
が

起
き
た
時
な
ど
も
こ
う
し
た
心
理
状
態
を

い
っ
た
り
き
た
り
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

問
わ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
心
理
状
態
に

照
ら
し
ど
う
周
り
が
対
応
し
て
い
く
か
で

す
。
ち
な
み
に
門
外
漢
と
し
て
勝
手
に
語

る
と
、
多
く
の
Ｊ
Ａ
の
場
合
、
こ
う
し
た

流
れ
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
新
規
採
用

職
員
で
も
当
初
か
ら
責
任
が
伴
う
一
人
工

の
仕
事
が
与
え
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多

く
あ
り
、
こ
れ
は
少
子
化
で
可
愛
が
ら
れ

育
っ
て
き
た
彼
ら
に
と
っ
て
は
想
像
以
上

の
負
荷
が
か
か
り
、「
逃
げ｣

か
、「
指
示
待

ち｣

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
を
作
り
出

し
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。
ま
た
、
中
途

採
用
に
お
い
て
も
「
即
戦
力｣

が
前
面
に
出

て
、
そ
れ
が
”
居
心
地
の
悪
さ
“
に
結
び

つ
き
、
嫌
気
が
さ
す
の
も
あ
る
意
味
、
必

然
と
も
い
え
、
こ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
の
に

は
か
な
り
の
強
靭
な
心
と
、
人
並
み
外
れ

た
図
々
し
さ
等
が
な
け
れ
ば
「
組
織
に
潰

さ
れ
る
可
能
性
大｣

と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
も
、
よ
い
悪
い
は

別
に
し
て
、Ｊ
Ａ
に
は
長
年
続
い
て
き
た
”

二
重
権
力
構
造
“
の
よ
う
な
重
圧
が
あ
り

ま
す
。”
職
場
に
お
け
る
上
下
関
係
“
に
加

え
、職
場
外
で
は「
俺
ら
は
朝
、昼
な
し
で
、

休
み
な
ど
関
係
な
く
働
い
て
い
る
。
だ
か

ら
職
員
も｣

と
い
う
よ
う
な
関
係
性
が
暗
黙

の
内
に
漂
っ
た
り
し
て
。
時
代
の
変
化
と

共
に
、
求
め
ら
れ
る
雇
用
環
境
は
間
違
い

な
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｊ

Ａ
き
た
そ
ら
ち
の
み
で
は
な
く
、
も
し
か

す
る
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
大
き
な

課
題
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
が
ク
リ

ア
で
き
な
い
と
、
今
日
の
「
働
き
手
ク
ラ

イ
シ
ス｣

を
ま
と
も
に
受
け
る
組
織
に
な
り

か
ね
な
い
と
危
惧
す
る
私
が
い
る
の
で
す

が
。

石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄石田邦雄ののののののののの石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第31回第31回

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（7）



青果部　青果課
河原秀昌 課長

からのコメント

青果部　青果課
河原秀昌 課長

からのコメント
全22品目にわたる果菜・蔬菜・根菜・
果物・果樹に関わる生産指導、集荷、
販売の業務を担当しており、旬にあ
わせた地産地消のイベントも行ってい
ます。
「安心・安全で美味しい」きたそら
ち産の青果物を消費者の皆さんに
お届けすることで農業のすばらしさ
を知ってもらうと共に、地域と生産
者の経営が持続可能なものとなる
ように鋭意努力して参ります。

JAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAきたそらちJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAJAきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらちきたそらち 部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部署紹介部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部署署署署署署署署署署署署署署署署署署紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介 No.8No.8

青果部青果部

令和５年度

後列左から▶滝谷智雄、川本雄太主査、斉藤利満、藤川憂也、楠木貴博主査
前列左から▶植田隼斗、河原秀昌課長、荒川美和、谷内たつ枝
四角枠：浅沼昭博主査

青果部　施設課
蓑口達矢 主査

からのコメント

青果部　施設課
蓑口達矢 主査

からのコメント

青果部施設課では、雨竜育苗施設
と、深川道の駅農産物直売所eciR
（エシル）の運営を担っています。
育苗施設では野菜や花、メロン、ス
イカ等、多くの品目の苗を育成して
いますが、最近はさつまいもやイチ
ゴ苗の育成も盛んになっています。
農作物は苗の出来によって作柄が大
きく左右されるため、細心の注意を
もって良質な苗の供給を目指して参
ります。
深川道の駅農産物直売所eciRで
は、当JA管内の四季折々な農畜
産物を中心に、多くのお客様にご
愛顧いただいております。
これからも、地域のお客様だけでは
なく道内外各地より来られる多くの
方々に喜ばれる店づくりを目指して
参ります。

後列左から▶横瀬路偉、柏倉隆芳主査、蓑口達矢主査

前列左から▶宇野誠一部長、堀了予主査、堀口敦暉

四角枠：相原明治

雨竜支所　営農課
川田博行 課長

からのコメント

雨竜支所　営農課
川田博行 課長

からのコメント
雨竜地区の水稲・畑作に関わる生
産支援や米の集荷・保管・精算、
各種事業活用に係る支援を担当し
ています。また、「うりゅう米」販
売に関する業務も行っており、雨竜
町産の美味しいお米を消費者の皆
さんにお届けしています。これから
も組合員さんとの信頼関係を重視
し、身近に感じて頂ける部署を目指
して参ります。

北竜支所　営農課
荒田勇次 課長

からのコメント

北竜支所　営農課
荒田勇次 課長

からのコメント
水稲・小麦・大豆・そばを中心と
した農産物に関わる営農指導・集
荷・保管・精算、各種補助事業申請、
担い手の育成支援、「北竜ひまわり
ライス」の生産情報公表ＪＡＳ関連
業務・イベント販売などを行い、北
竜町の安心・安全でおいしいお米、
農産物を消費者の皆さんにお届け
しています。
これからも組合員さんや地域の期
待に応えることを目指し、さらに皆
様の身近に感じてもらえる部署とな
るよう努めてまいります。

後列左から▶星野忠雄、尾崎壮、阿部孝司主査、三宅創主査、山田雅典

前列左から▶長谷川朋子、鷲尾公敏支所長、荒田勇次課長、内村奈緒

後列左から▶伊藤勝成主査、藤本篤、米倉亮主査、志部谷勇治、木村ゆかり、田宮育美

前列左から▶佐藤恭丞、川田博行課長、松坂修一支所長、中村紘大

四角枠：佐野芙弥子

雨竜支所・北竜支所雨竜支所・北竜支所
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河原秀昌 課長

からのコメント

青果部　青果課
河原秀昌 課長

からのコメント
全22品目にわたる果菜・蔬菜・根菜・
果物・果樹に関わる生産指導、集荷、
販売の業務を担当しており、旬にあ
わせた地産地消のイベントも行ってい
ます。
「安心・安全で美味しい」きたそら
ち産の青果物を消費者の皆さんに
お届けすることで農業のすばらしさ
を知ってもらうと共に、地域と生産
者の経営が持続可能なものとなる
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前列左から▶植田隼斗、河原秀昌課長、荒川美和、谷内たつ枝
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蓑口達矢 主査
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青果部　施設課
蓑口達矢 主査

からのコメント

青果部施設課では、雨竜育苗施設
と、深川道の駅農産物直売所eciR
（エシル）の運営を担っています。
育苗施設では野菜や花、メロン、ス
イカ等、多くの品目の苗を育成して
いますが、最近はさつまいもやイチ
ゴ苗の育成も盛んになっています。
農作物は苗の出来によって作柄が大
きく左右されるため、細心の注意を
もって良質な苗の供給を目指して参
ります。
深川道の駅農産物直売所eciRで
は、当JA管内の四季折々な農畜
産物を中心に、多くのお客様にご
愛顧いただいております。
これからも、地域のお客様だけでは
なく道内外各地より来られる多くの
方々に喜ばれる店づくりを目指して
参ります。

後列左から▶横瀬路偉、柏倉隆芳主査、蓑口達矢主査

前列左から▶宇野誠一部長、堀了予主査、堀口敦暉
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雨竜支所　営農課
川田博行 課長

からのコメント
雨竜地区の水稲・畑作に関わる生
産支援や米の集荷・保管・精算、
各種事業活用に係る支援を担当し
ています。また、「うりゅう米」販
売に関する業務も行っており、雨竜
町産の美味しいお米を消費者の皆
さんにお届けしています。これから
も組合員さんとの信頼関係を重視
し、身近に感じて頂ける部署を目指
して参ります。

北竜支所　営農課
荒田勇次 課長

からのコメント

北竜支所　営農課
荒田勇次 課長

からのコメント
水稲・小麦・大豆・そばを中心と
した農産物に関わる営農指導・集
荷・保管・精算、各種補助事業申請、
担い手の育成支援、「北竜ひまわり
ライス」の生産情報公表ＪＡＳ関連
業務・イベント販売などを行い、北
竜町の安心・安全でおいしいお米、
農産物を消費者の皆さんにお届け
しています。
これからも組合員さんや地域の期
待に応えることを目指し、さらに皆
様の身近に感じてもらえる部署とな
るよう努めてまいります。

後列左から▶星野忠雄、尾崎壮、阿部孝司主査、三宅創主査、山田雅典

前列左から▶長谷川朋子、鷲尾公敏支所長、荒田勇次課長、内村奈緒

後列左から▶伊藤勝成主査、藤本篤、米倉亮主査、志部谷勇治、木村ゆかり、田宮育美

前列左から▶佐藤恭丞、川田博行課長、松坂修一支所長、中村紘大

四角枠：佐野芙弥子

雨竜支所・北竜支所雨竜支所・北竜支所
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●
職
員
の
動
向
に
つ
い
て
、
正

組
合
員
数
は
、
合
併
時
の
46
％

程
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
職
員

数
は
合
併
時
と
比
べ
70
％
程
度

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
職
員
の

見
通
し
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

●
事
業
そ
の
も
の
を
効
率
的
に

運
営
し
て
職
員
数
を
削
減
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
職
員
の
募
集
は
か
け
て

い
ま
す
が
応
募
が
全
く
な
い
状

況
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況

が
今
後
も
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
事
業
の
効
率
化
を
求

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

●
一
已
税
経
の
入
っ
て
い
る
事

務
所
（
旧
農
機
セ
ン
タ
ー
）
に

つ
い
て
今
後
取
り
壊
す
予
定
は

あ
る
の
か
。

●
取
り
壊
す
予
定
は
現
状
あ
り

ま
せ
ん
。
一
已
整
備
工
場
の
事

務
所
を
旧
農
機
セ
ン
タ
ー
の
１

階
へ
移
転
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。

●
担
い
手
支
援
室
が
あ
っ
た
こ

ろ
は
同
室
が
中
心
に
地
区
を
回

っ
て
色
々
な
意
見
を
聞
い
て
も

ら
っ
て
い
た
た
め
復
活
し
て
ほ

し
い
。

●
融
資
課
だ
け
で
な
く
営
農
含

め
て
出
向
く
体
制
を
と
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
出
来
る

だ
け
強
化
し
な
が
ら
、
今
後
の

状
況
を
見
て
判
断
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
若
い
職
員
の
離
職
率
が
高
く

な
っ
て
い
て
中
堅
の
職
員
の
負

担
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
自
分
た
ち
と
し
て
も
、

若
い
職
員
を
地
域
と
し
て
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

は
思
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
採

用
等
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
？

●
若
い
職
員
の
離
職
が
毎
年
発

生
し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

そ
れ
は
当
Ｊ
Ａ
に
限
っ
た
事
で

は
無
く
、
他
Ｊ
Ａ
や
他
業
種
に

お
い
て
も
同
じ
状
況
で
あ
り
、

単
純
比
較
し
た
場
合
当
Ｊ
Ａ
の

離
職
率
は
低
い
方
だ
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
毎
年
減
少
し
た

職
員
数
分
は
新
採
用
で
募
集
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
売
り
手
市

場
が
強
く
、
満
足
の
い
く
採
用

が
出
来
ず
他
の
職
員
に
若
干
の

負
担
が
生
じ
て
い
る
の
も
事
実

で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
新
卒
だ

け
で
は
な
く
中
途
採
用
の
募
集

に
も
力
を
入
れ
て
採
用
活
動
を

進
め
て
参
り
ま
す
が
、
良
い
人

材
の
確
保
は
大
き
な
財
産
と
な

り
ま
す
の
で
組
合
員
の
皆
様
の

周
囲
に
も
対
象
と
な
る
べ
き
人

材
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
ご
紹
介

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
市
内
支
所
の
事
務
所
に
つ
い

て
、
最
終
的
に
は
解
体
す
る
と

い
う
事
で
良
い
の
か
？

●
最
終
的
に
は
そ
の
方
向
性
で

す
が
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

３
月
の
懇
談
会
時
に
提
案
い
た

し
ま
す
。
予
定
と
し
て
は
令
和

10
年
に
は
移
動
店
舗
車
と
な
り

ま
す
が
、
す
ぐ
に
解
体
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
店
舗
が
存
続
す

る
間
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
稼
働
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
店
舗
に
係
わ
る
コ

ス
ト
等
を
考
慮
し
、
都
度
協
議

し
な
が
ら
取
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
老
朽
化
に
よ
る
施
設
の
再
編

に
つ
い
て
会
議
は
コ
ミ
セ
ン
を

使
い
、
税
経
委
員
会
は
本
所
や

メ
ム
の
旧
Ａ
マ
ー
ト
を
使
う
と

の
こ
と
だ
が
、
税
経
に
携
わ
る

人
も
、
利
用
す
る
組
合
員
も
、

時
間
と
労
力
を
要
す
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
大
変
だ
と
思
う
。

ま
た
、
自
動
車
工
場
や
ス
タ
ン

ド
は
、
再
編
と
称
し
て
廃
止
す

る
こ
と
も
無
き
に
し
も
非
ず
と

思
う
。
今
ま
で
あ
っ
た
も
の
が

い
き
な
り
ゼ
ロ
に
な
る
の
は
負

担
で
も
あ
り
、
こ
れ
だ
け
厳
し

い
農
業
経
済
の
中
で
、
本
所
に

出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
増
え
れ
ば
、
燃
料
代
も
か

さ
ん
で
く
る
。
組
合
員
の
負
担

が
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
く
よ

う
に
、検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
現
時
点
で
施
設
の
解
体
の
時

期
は
具
体
的
に
決
ま
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
既
存
の
施
設
は
出
来

る
限
り
活
用
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
実
際
い
つ
に
な
る

か
と
い
う
話
で
す
が
、
数
年
の

う
ち
に
税
経
委
員
会
に
お
い
て

も
組
織
の
体
制
を
検
討
さ
れ
て

い
く
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら

も
踏
ま
え
て
ど
ち
ら
に
持
っ
て

い
く
の
が
良
い
か
と
い
う
判
断

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
他
の
地

区
で
も
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、

地
元
に
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
な

ど
、
そ
の
よ
う
な
意
見
も
伺
い

な
が
ら
方
向
性
を
出
し
て
参
り

ま
す
。

　
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て
は
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
た
め
既
存

の
７
つ
の
ス
タ
ン
ド
は
存
続
さ

せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
人
材
の
確
保
も

重
要
で
あ
る
た
め
、
ピ
ッ
ト
作

業
は
全
面
的
に
工
場
及
び
関
係

業
者
と
の
連
携
を
強
化
し
取
り

進
め
、
計
画
的
な
業
務
運
営
に

努
め
、
ス
タ
ン
ド
は
あ
く
ま
で

給
油
に
特
化
し
た
業
務
と
す
る

考
え
で
あ
り
ま
す
。
地
下
タ
ン

ク
の
更
新
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
部
分
が
あ
る
た
め
、
年
次
計

画
を
立
て
、
あ
く
ま
で
存
続
を

前
提
と
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
ゆ
う
パ
ッ
ク
訴
訟
の
よ
う
な

損
害
に
対
し
て
今
後
保
険
に
加

入
す
る
の
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

●
ど
の
よ
う
な
保
険
が
あ
る
の

か
を
調
べ
今
後
前
向
き
に
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

●
年
金
受
給
額
が
減
少
す
る
可

能
性
が
あ
る
中
、
資
産
運
用
【
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ（
投
資
信
託
）】
や
【
ｉ

Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ（
確
定
拠
出
年
金
）】

に
つ
い
て
、
特
に
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ

は
み
ず
ほ
プ
ラ
ン
が
Ｊ
Ａ
ア
プ

リ
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、Ｊ
Ａ

独
自
で
取
組
み
を
し
な
い
の

か
？

●
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
投
資
信
託
）
に
つ

い
て
は
道
内
で
は
北
海
道
信
連

の
み
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
取
扱
い
が
少
な
く
、

最
近
廃
止
し
た
経
過
が
あ
る
た

め
当
面
取
扱
い
す
る
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ（
確
定

拠
出
年
金
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
Ｊ
Ａ
で
取
扱
い
を
始
め
て
い

る
た
め
、
今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
農
業
者
年
金
制
度
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
そ
ち
ら

を
ご
検
討
願
い
ま
す
。

●
北
海
道
独
自
の
ク
ミ
カ
ン
制

度
は
ネ
ッ
ト
で
取
引
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
？

●
全
道
Ｊ
Ａ
か
ら
要
望
を
上
げ

て
い
ま
す
が
、
北
海
道
独
自
の

シ
ス
テ
ム
の
た
め
コ
ス
ト
が
か

か
る
こ
と
か
ら
現
実
的
に
無
理

で
あ
る
回
答
を
信
連
・
農
林
中

金
か
ら
頂
い
て
い
ま
す
。
現
状

可
能
な
の
は
、
普
通
貯
金
口
座

に
資
金
を
移
動
さ
せ
、
ネ
ッ
ト

バ
ン
ク
を
利
用
す
る
方
法
で
す
。

引
続
き
要
請
致
し
ま
す
が
実
現

性
は
低
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
市
内
新
規
就
農
者
に
つ
い
て

話
を
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
、

現
状
は
ど
う
か
。

●
次
年
度
２
名
の
新
規
就
農
者

が
新
た
に
営
農
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
現
在

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
９
名
が

参
加
し
て
お
り
、
将
来
市
内
で

就
農
頂
け
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

●
水
田
の
１
か
月
水
張
り
確
認

に
つ
い
て
水
抜
け
が
多
い
と
課

題
の
記
載
が
あ
っ
た
。
そ
の
場

合
再
生
協
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
応
確
認
を
し
た
の
か
教
え
て

ほ
し
い
。

●
申
込
者
で
数
名
水
抜
け
が
激

し
く
、
水
張
り
確
認
を
断
念
し

た
方
も
い
ま
し
た
。
再
生
協
と

し
て
は
基
本
３
回
（
始
め
、
中
間
、

終
わ
り
）
の
確
認
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
時
点
で
湛
水
状
態

で
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
と

説
明
し
て
い
ま
す
。

●
デ
イ
ワ
ー
ク
の
運
営
費
に
対

し
て
現
在
補
助
金
が
出
て
い
る

が
将
来
補
助
金
が
打
ち
切
ら
れ

る
と
聞
い
た
。
将
来
デ
イ
ワ
ー

ク
の
運
営
費
を
ど
こ
が
負
担
す

る
の
か
。

●
将
来
、
利
用
者
に
使
用
料
を

負
担
し
て
も
ら
う
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
農
協
内
で

協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

●
現
在
、Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
で
Ｆ
Ａ

Ｘ
や
取
り
ま
と
め
が
来
て
い
る

が
、
現
段
階
で
は
簡
単
な
出
欠

確
認
の
取
り
ま
と
め
は
出
来
る

も
の
の
、
詳
し
い
内
容
の
取
り

ま
と
め
に
な
る
と
、紙（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

で
の
返
信
と
な
っ
て
い
る
。
面

積
調
査
な
ど
様
々
な
取
り
ま
と

め
・
調
査
物
を
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト

で
出
来
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

●
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
の
シ
ス
テ
ム
・

技
術
的
に
可
能
な
の
か
確
認
し
、

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
過
去
に
は
担
い
手
支
援
室
で

補
助
金
の
申
請
も
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
た
が
、
ハ
ー
ド
ル
の

高
い
補
助
金
ば
か
り
で
使
え
る

補
助
金
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、

戦
略
的
に
地
域
に
お
金
を
呼
び

込
む
こ
と
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

●
補
助
金
申
請
の
関
係
は
現
状
、

農
業
振
興
部
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
窓
口
と
し
て
対
応
で

き
る
よ
う
に
取
り
進
め
て
参
り

ま
す
。

●
気
候
温
暖
化
に
伴
い
水
稲
栽

培
に
つ
い
て
要
望
し
た
い
。本
年
、

高
温
障
害
に
よ
り
品
質
の
低
下

が
あ
っ
た
。
本
州
の
例
も
踏
ま

え
栽
培
方
法
を
検
証
す
る
時
期

に
来
て
い
る
と
思
う
。
普
及
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
各
研
究
機
関

に
Ｊ
Ａ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

頂
き
た
い
。

●
温
暖
化
対
策
は
北
海
道
と
し

て
も
技
術
的
に
確
立
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
ホ
ク
レ
ン
等
関
係
機
関
を

通
じ
取
り
進
め
し
て
参
り
た
い
。

今
で
き
る
技
術
は
、
過
去
か
ら

の
技
術
継
承
で
す
。
来
年
も
起

こ
る
可
能
性
が
あ
り
、
出
穂
ま

で
は
冷
害
対
策
、
出
穂
以
降
は

高
温
対
策
、
特
に
出
穂
後
３
週

間
は
夜
間
に
水
を
入
れ
る
等
過

去
か
ら
の
技
術
し
か
今
の
と
こ

ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
異
常
高
温
の

た
め
、
こ
れ
に
合
わ
せ
た
技
術

も
必
要
と
な
り
ま
す
。
品
種
改

良
に
つ
い
て
は
、
省
力
化
・
高

温
対
策
・
良
食
味
の
米
が
育
種

さ
れ
る
ま
で
数
年
か
か
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
技
術
対
策
と

合
わ
せ
て
要
請
し
て
参
り
た
い
。

高
温
に
強
い
稲
の
品
種
が
で
き

る
ほ
ど
、
低
温
に
弱
く
な
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を

見
極
め
る
の
は
難
し
く
、
今
で

き
る
こ
と
は
基
本
技
術
の
励
行

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
要
望
の

総
務
関
係

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
５
年
12
月
５
日
〜
12
月
８
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
意
見・要
望
事
項

●
対
応
等

販
売
関
係

あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
こ
れ

か
ら
議
論
し
取
り
進
め
て
参
り

ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
米
「
ゆ

め
ぴ
り
か
」
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
営

農
計
画
書
の
単
価
は
変
わ
ら
ず
、

な
な
つ
ぼ
し
よ
り
コ
ス
ト
を
掛

け
て
作
付
け
し
て
い
る
が
メ
リ

ッ
ト
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

感
じ
る
。

●「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
位
置
づ
け

は
、
北
海
道
米
の
中
で
ハ
イ
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
今
後
も
販
売
し

て
い
く
品
種
で
す
が
、「
な
な
つ

ぼ
し
」
の
価
格
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
た
め
価
格
差
が
無
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

道
外
ユ
ー
ザ
の
話
で
は
お
米
の

消
費
は
全
体
的
に
下
が
っ
て
き

て
い
る
が
、「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は

伸
び
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

現
状
の
価
格
を
崩
さ
な
い
た
め

に
も
全
道
２
万
ha
を
上
限
に
作

付
面
積
を
配
分
し
価
格
維
持
に

努
め
て
い
ま
す
。

●
営
農
計
画
書
の
策
定
に
当
た

り
米
単
価
が
い
く
ら
に
な
る
か

気
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
も
同

様
で
、
過
年
産
米
、
超
過
米
の

精
算
に
つ
い
て
最
終
的
な
金
額

が
読
み
取
れ
ず
、
改
善
さ
れ
る

も
の
と
思
っ
て
い
た
が
変
更
は

無
か
っ
た
。
主
食
用
米
一
括
り

に
な
っ
て
お
り
、
超
過
米
の
欄

を
増
や
す
等
わ
か
り
や
す
く
し

て
欲
し
い
。

●
資
料
を
簡
素
化
し
て
お
り
申

金
融
共
済
関
係

し
訳
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
、

２
、
３
年
産
う
る
ち
米
の
最
終

精
算
が
さ
れ
ま
す
が
、
資
料
編

成
ま
で
に
間
に
合
わ
ず
今
回
の

資
料
は
概
算
金
額
の
記
載
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
最
終
精
算
の

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月

の
営
農
懇
談
会
等
で
改
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
本
年
、
北
海
道
米
全
般
に
タ

ン
パ
ク
が
高
い
状
況
で
あ
っ
た
。

本
当
に
タ
ン
パ
ク
仕
分
け
を
す

る
こ
と
が
美
味
し
い
米
を
見
分

け
る
こ
と
に
繋
が
る
か
疑
問
に

思
う
。
昨
年
の
７
・
５
％
と
今

年
の
９・
０
％
は
何
が
違
う
の
か
、

今
後
を
含
め
検
討
し
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
願
い
た

い
。

●
本
年
の
タ
ン
パ
ク
格
差
は
仕

分
９
の
高
タ
ン
パ
ク
米
の
み
△

１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
タ
ン

パ
ク
仕
分
け
が
必
要
か
と
い
う

点
で
は
、
品
種
に
よ
っ
て
差
は

あ
り
ま
す
が
、
低
タ
ン
パ
ク
米

は
市
販
用
、
高
タ
ン
パ
ク
米
は

業
務
用
と
用
途
別
に
販
売
し
て

き
た
経
過
に
あ
り
ま
す
。
食
味

試
験
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
昨
年
と
の
食
味
の
差
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は

基
準
品
が
３
割
、
基
準
外
が
７

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ク
レ

ン
で
は
、
八
十
九
の
ブ
ラ
ン
ド

で
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
２
区
分
・
第
３
区
分
の
格
差

は
少
な
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
本
年
、
当
初
概
算
金
の
他

に
３
回
の
追
加
払
い
が
あ
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
タ
ン
パ
ク
仕

分
け
に
ご
理
解
願
い
ま
す
。

●
営
農
計
画
の
算
定
上
、
輸
出

用
米
と
主
食
用
米
と
の
金
額
差

が
大
き
い
と
感
じ
る
。

●
農
協
と
し
て
も
精
算
単
価
を

上
げ
て
い
く
方
向
で
話
を
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
地
域
農
業

再
生
協
議
会
の
検
討
が
必
要
で

す
が
、
産
地
交
付
金
を
活
用
し

主
食
用
米
と
の
差
が
縮
ま
る
よ

う
な
方
法
も
検
討
の
余
地
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

●
主
食
用
米
の
生
産
量
を
増
や

し
て
い
き
た
い
、
新
市
場
開
拓

用
米
も
需
要
が
あ
る
の
で
増
や

し
て
い
き
た
い
と
あ
る
が
、
新

市
場
開
拓
用
米
の
価
格
が
低
い

の
で
、
農
協
と
し
て
ど
の
よ
う

な
方
針
な
の
か
考
え
を
伺
い
た

い
。
新
市
場
開
拓
用
米
の
枠
を

確
保
す
る
と
い
う
こ
と
は
わ
か

る
が
、
そ
れ
で
損
を
す
る
と
い

う
の
は
別
の
話
だ
と
思
う
。

●
基
本
的
に
は
主
食
用
米
を
作

っ
て
い
た
だ
く
の
が
第
一
優
先

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
米
需
給

の
緩
み
締
り
が
繰
り
返
す
と
い

う
の
が
実
態
で
あ
り
、
主
食
用

米
の
需
要
が
下
が
っ
た
時
の
た

め
に
も
、
新
市
場
開
拓
用
米
の

枠
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
食
用
米
と
新
市
場
開
拓
用
米

の
価
格
差
を
埋
め
る
た
め
に
、

産
地
交
付
金
の
活
用
等
を
考
え

て
参
り
た
い
。

●
う
る
ち
米
概
算
金
に
つ
い
て
、

１
回
目
の
３
０
０
円
の
追
加
に

つ
い
て
当
初
か
ら
出
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

●
な
な
つ
ぼ
し
１
２
，
５
０
０

円
と
決
ま
っ
た
時
点
で
は
、
農

協
と
し
て
把
握
は
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
本
年

の
作
柄
・
品
質
を
み
て
、
全
道

共
販
会
議
で
決
定
し
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
最
初
の
概
算
金
を
思
い
切
っ

た
金
額
に
設
定
し
て
は
ど
う
か
。

●
集
荷
率
を
少
し
で
も
高
め
ら

れ
る
よ
う
な
概
算
金
設
定
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

●「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
種
子
配
分

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
配
分

方
法
を
し
て
い
る
の
か
。
マ
ッ

ト
と
ポ
ッ
ト
で
は
種
子
の
使
用

量
が
違
う
。

●
ホ
ク
レ
ン
か
ら
配
分
さ
れ
る

種
子
量
で
配
分
し
て
い
ま
す
。

供
給
種
子
量
も
育
苗
方
式
に
基

づ
き
計
算
し
て
い
ま
す
。

●
来
年
度
主
食
米
が
不
足
し
、

輸
出
・
加
工
も
取
組
拡
大
す
る

な
か
で
、
次
年
度
の
目
安
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
基
本
的
に
は
、
主
食
用
米
の

作
付
け
を
増
や
し
て
欲
し
い
で

す
が
、
需
給
が
均
衡
し
て
い
る

中
で
北
海
道
米
だ
け
目
安
を
増

加
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

る
の
で
、
目
安
の
範
囲
内
で
最

大
限
に
作
付
け
い
た
だ
き
た
い
。

輸
出
用
米
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
は
２
，
３
１
０
ト
ン
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

ま
た
、
主
食
用
米
の
需
要
が
減

少
す
る
中
で
、
水
稲
作
付
け
維

持
の
観
点
か
ら
も
輸
出
用
米
や

政
府
備
蓄
米
と
い
っ
た
も
の
を

農
協
と
し
て
活
用
し
て
参
り
た

い
。

●
資
材
の
伝
票
（
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
登
録
番
号
記
載
）

を
紛
失
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
く
れ
る
の
か
？

●
伝
票
紛
失
の
場
合
、
再
発
行

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
件
数
も

多
い
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら

明
細
書
を
作
成
中
で
す
。

●
資
材
店
舗
の
日
曜
定
休
日
と

な
っ
て
２
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

日
曜
日
で
も
段
ボ
ー
ル
を
購
入

し
た
い
時
も
あ
る
た
め
、
花
卉

セ
ン
タ
ー
で
仮
伝
票
を
発
行
し
、

資
材
店
舗
が
営
業
し
て
い
る
日

（
平
日
）
に
支
払
う
な
ど
、
花
卉

セ
ン
タ
ー
で
も
段
ボ
ー
ル
を
取

り
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
。（
要
望
）

●
資
材
店
舗
の
日
曜
定
休
日
は

土
曜
日
午
後
〜
日
曜
日
の
利
用

人
数
を
踏
ま
え
て
定
休
日
に
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
可
能
な

限
り
日
曜
日
前
の
購
入
や
配
送

で
資
材
店
舗
を
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
ご
貴
重
な
意

見
と
し
て
内
部
で
協
議
し
て
参

り
ま
す
。

●
Ｒ
６
年
度
の
大
豆
の
種
子
の

品
質
は
大
丈
夫
な
の
か

●
し
っ
か
り
と
し
た
種
子
を
供

給
で
き
る
よ
う
に
ホ
ク
レ
ン
と

連
携
を
と
っ
て
参
り
ま
す
。

●
要
望
し
て
い
た
農
作
業
安
全

講
習
会
を
農
協
で
開
催
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
若

い
方
も
多
く
沢
山
の
参
加
者
が

い
て
と
て
も
驚
い
た
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
講
習
会
を
継
続
し

て
開
催
し
て
頂
き
た
い
。（
意
見
）

農
業
振
興
関
係

（10）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



●
職
員
の
動
向
に
つ
い
て
、
正

組
合
員
数
は
、
合
併
時
の
46
％

程
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
職
員

数
は
合
併
時
と
比
べ
70
％
程
度

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
職
員
の

見
通
し
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

●
事
業
そ
の
も
の
を
効
率
的
に

運
営
し
て
職
員
数
を
削
減
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
職
員
の
募
集
は
か
け
て

い
ま
す
が
応
募
が
全
く
な
い
状

況
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況

が
今
後
も
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
事
業
の
効
率
化
を
求

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

●
一
已
税
経
の
入
っ
て
い
る
事

務
所
（
旧
農
機
セ
ン
タ
ー
）
に

つ
い
て
今
後
取
り
壊
す
予
定
は

あ
る
の
か
。

●
取
り
壊
す
予
定
は
現
状
あ
り

ま
せ
ん
。
一
已
整
備
工
場
の
事

務
所
を
旧
農
機
セ
ン
タ
ー
の
１

階
へ
移
転
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。

●
担
い
手
支
援
室
が
あ
っ
た
こ

ろ
は
同
室
が
中
心
に
地
区
を
回

っ
て
色
々
な
意
見
を
聞
い
て
も

ら
っ
て
い
た
た
め
復
活
し
て
ほ

し
い
。

●
融
資
課
だ
け
で
な
く
営
農
含

め
て
出
向
く
体
制
を
と
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
出
来
る

だ
け
強
化
し
な
が
ら
、
今
後
の

状
況
を
見
て
判
断
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
若
い
職
員
の
離
職
率
が
高
く

な
っ
て
い
て
中
堅
の
職
員
の
負

担
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
自
分
た
ち
と
し
て
も
、

若
い
職
員
を
地
域
と
し
て
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

は
思
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
採

用
等
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
？

●
若
い
職
員
の
離
職
が
毎
年
発

生
し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

そ
れ
は
当
Ｊ
Ａ
に
限
っ
た
事
で

は
無
く
、
他
Ｊ
Ａ
や
他
業
種
に

お
い
て
も
同
じ
状
況
で
あ
り
、

単
純
比
較
し
た
場
合
当
Ｊ
Ａ
の

離
職
率
は
低
い
方
だ
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
毎
年
減
少
し
た

職
員
数
分
は
新
採
用
で
募
集
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
売
り
手
市

場
が
強
く
、
満
足
の
い
く
採
用

が
出
来
ず
他
の
職
員
に
若
干
の

負
担
が
生
じ
て
い
る
の
も
事
実

で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
新
卒
だ

け
で
は
な
く
中
途
採
用
の
募
集

に
も
力
を
入
れ
て
採
用
活
動
を

進
め
て
参
り
ま
す
が
、
良
い
人

材
の
確
保
は
大
き
な
財
産
と
な

り
ま
す
の
で
組
合
員
の
皆
様
の

周
囲
に
も
対
象
と
な
る
べ
き
人

材
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
ご
紹
介

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
市
内
支
所
の
事
務
所
に
つ
い

て
、
最
終
的
に
は
解
体
す
る
と

い
う
事
で
良
い
の
か
？

●
最
終
的
に
は
そ
の
方
向
性
で

す
が
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

３
月
の
懇
談
会
時
に
提
案
い
た

し
ま
す
。
予
定
と
し
て
は
令
和

10
年
に
は
移
動
店
舗
車
と
な
り

ま
す
が
、
す
ぐ
に
解
体
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
店
舗
が
存
続
す

る
間
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
稼
働
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
店
舗
に
係
わ
る
コ

ス
ト
等
を
考
慮
し
、
都
度
協
議

し
な
が
ら
取
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
老
朽
化
に
よ
る
施
設
の
再
編

に
つ
い
て
会
議
は
コ
ミ
セ
ン
を

使
い
、
税
経
委
員
会
は
本
所
や

メ
ム
の
旧
Ａ
マ
ー
ト
を
使
う
と

の
こ
と
だ
が
、
税
経
に
携
わ
る

人
も
、
利
用
す
る
組
合
員
も
、

時
間
と
労
力
を
要
す
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
大
変
だ
と
思
う
。

ま
た
、
自
動
車
工
場
や
ス
タ
ン

ド
は
、
再
編
と
称
し
て
廃
止
す

る
こ
と
も
無
き
に
し
も
非
ず
と

思
う
。
今
ま
で
あ
っ
た
も
の
が

い
き
な
り
ゼ
ロ
に
な
る
の
は
負

担
で
も
あ
り
、
こ
れ
だ
け
厳
し

い
農
業
経
済
の
中
で
、
本
所
に

出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
増
え
れ
ば
、
燃
料
代
も
か

さ
ん
で
く
る
。
組
合
員
の
負
担

が
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
く
よ

う
に
、検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
現
時
点
で
施
設
の
解
体
の
時

期
は
具
体
的
に
決
ま
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
既
存
の
施
設
は
出
来

る
限
り
活
用
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
実
際
い
つ
に
な
る

か
と
い
う
話
で
す
が
、
数
年
の

う
ち
に
税
経
委
員
会
に
お
い
て

も
組
織
の
体
制
を
検
討
さ
れ
て

い
く
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら

も
踏
ま
え
て
ど
ち
ら
に
持
っ
て

い
く
の
が
良
い
か
と
い
う
判
断

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
他
の
地

区
で
も
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、

地
元
に
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
な

ど
、
そ
の
よ
う
な
意
見
も
伺
い

な
が
ら
方
向
性
を
出
し
て
参
り

ま
す
。

　
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て
は
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
た
め
既
存

の
７
つ
の
ス
タ
ン
ド
は
存
続
さ

せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
人
材
の
確
保
も

重
要
で
あ
る
た
め
、
ピ
ッ
ト
作

業
は
全
面
的
に
工
場
及
び
関
係

業
者
と
の
連
携
を
強
化
し
取
り

進
め
、
計
画
的
な
業
務
運
営
に

努
め
、
ス
タ
ン
ド
は
あ
く
ま
で

給
油
に
特
化
し
た
業
務
と
す
る

考
え
で
あ
り
ま
す
。
地
下
タ
ン

ク
の
更
新
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
部
分
が
あ
る
た
め
、
年
次
計

画
を
立
て
、
あ
く
ま
で
存
続
を

前
提
と
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
ゆ
う
パ
ッ
ク
訴
訟
の
よ
う
な

損
害
に
対
し
て
今
後
保
険
に
加

入
す
る
の
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

●
ど
の
よ
う
な
保
険
が
あ
る
の

か
を
調
べ
今
後
前
向
き
に
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

●
年
金
受
給
額
が
減
少
す
る
可

能
性
が
あ
る
中
、
資
産
運
用
【
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ（
投
資
信
託
）】
や
【
ｉ

Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ（
確
定
拠
出
年
金
）】

に
つ
い
て
、
特
に
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ

は
み
ず
ほ
プ
ラ
ン
が
Ｊ
Ａ
ア
プ

リ
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、Ｊ
Ａ

独
自
で
取
組
み
を
し
な
い
の

か
？

●
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
投
資
信
託
）
に
つ

い
て
は
道
内
で
は
北
海
道
信
連

の
み
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
取
扱
い
が
少
な
く
、

最
近
廃
止
し
た
経
過
が
あ
る
た

め
当
面
取
扱
い
す
る
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ（
確
定

拠
出
年
金
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
Ｊ
Ａ
で
取
扱
い
を
始
め
て
い

る
た
め
、
今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
農
業
者
年
金
制
度
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
そ
ち
ら

を
ご
検
討
願
い
ま
す
。

●
北
海
道
独
自
の
ク
ミ
カ
ン
制

度
は
ネ
ッ
ト
で
取
引
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
？

●
全
道
Ｊ
Ａ
か
ら
要
望
を
上
げ

て
い
ま
す
が
、
北
海
道
独
自
の

シ
ス
テ
ム
の
た
め
コ
ス
ト
が
か

か
る
こ
と
か
ら
現
実
的
に
無
理

で
あ
る
回
答
を
信
連
・
農
林
中

金
か
ら
頂
い
て
い
ま
す
。
現
状

可
能
な
の
は
、
普
通
貯
金
口
座

に
資
金
を
移
動
さ
せ
、
ネ
ッ
ト

バ
ン
ク
を
利
用
す
る
方
法
で
す
。

引
続
き
要
請
致
し
ま
す
が
実
現

性
は
低
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
市
内
新
規
就
農
者
に
つ
い
て

話
を
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
、

現
状
は
ど
う
か
。

●
次
年
度
２
名
の
新
規
就
農
者

が
新
た
に
営
農
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
現
在

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
９
名
が

参
加
し
て
お
り
、
将
来
市
内
で

就
農
頂
け
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

●
水
田
の
１
か
月
水
張
り
確
認

に
つ
い
て
水
抜
け
が
多
い
と
課

題
の
記
載
が
あ
っ
た
。
そ
の
場

合
再
生
協
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
応
確
認
を
し
た
の
か
教
え
て

ほ
し
い
。

●
申
込
者
で
数
名
水
抜
け
が
激

し
く
、
水
張
り
確
認
を
断
念
し

た
方
も
い
ま
し
た
。
再
生
協
と

し
て
は
基
本
３
回
（
始
め
、
中
間
、

終
わ
り
）
の
確
認
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
時
点
で
湛
水
状
態

で
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
と

説
明
し
て
い
ま
す
。

●
デ
イ
ワ
ー
ク
の
運
営
費
に
対

し
て
現
在
補
助
金
が
出
て
い
る

が
将
来
補
助
金
が
打
ち
切
ら
れ

る
と
聞
い
た
。
将
来
デ
イ
ワ
ー

ク
の
運
営
費
を
ど
こ
が
負
担
す

る
の
か
。

●
将
来
、
利
用
者
に
使
用
料
を

負
担
し
て
も
ら
う
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
農
協
内
で

協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

●
現
在
、Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
で
Ｆ
Ａ

Ｘ
や
取
り
ま
と
め
が
来
て
い
る

が
、
現
段
階
で
は
簡
単
な
出
欠

確
認
の
取
り
ま
と
め
は
出
来
る

も
の
の
、
詳
し
い
内
容
の
取
り

ま
と
め
に
な
る
と
、紙（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

で
の
返
信
と
な
っ
て
い
る
。
面

積
調
査
な
ど
様
々
な
取
り
ま
と

め
・
調
査
物
を
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト

で
出
来
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

●
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
の
シ
ス
テ
ム
・

技
術
的
に
可
能
な
の
か
確
認
し
、

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
過
去
に
は
担
い
手
支
援
室
で

補
助
金
の
申
請
も
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
た
が
、
ハ
ー
ド
ル
の

高
い
補
助
金
ば
か
り
で
使
え
る

補
助
金
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、

戦
略
的
に
地
域
に
お
金
を
呼
び

込
む
こ
と
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

●
補
助
金
申
請
の
関
係
は
現
状
、

農
業
振
興
部
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
窓
口
と
し
て
対
応
で

き
る
よ
う
に
取
り
進
め
て
参
り

ま
す
。

●
気
候
温
暖
化
に
伴
い
水
稲
栽

培
に
つ
い
て
要
望
し
た
い
。本
年
、

高
温
障
害
に
よ
り
品
質
の
低
下

が
あ
っ
た
。
本
州
の
例
も
踏
ま

え
栽
培
方
法
を
検
証
す
る
時
期

に
来
て
い
る
と
思
う
。
普
及
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
各
研
究
機
関

に
Ｊ
Ａ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

頂
き
た
い
。

●
温
暖
化
対
策
は
北
海
道
と
し

て
も
技
術
的
に
確
立
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
ホ
ク
レ
ン
等
関
係
機
関
を

通
じ
取
り
進
め
し
て
参
り
た
い
。

今
で
き
る
技
術
は
、
過
去
か
ら

の
技
術
継
承
で
す
。
来
年
も
起

こ
る
可
能
性
が
あ
り
、
出
穂
ま

で
は
冷
害
対
策
、
出
穂
以
降
は

高
温
対
策
、
特
に
出
穂
後
３
週

間
は
夜
間
に
水
を
入
れ
る
等
過

去
か
ら
の
技
術
し
か
今
の
と
こ

ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
異
常
高
温
の

た
め
、
こ
れ
に
合
わ
せ
た
技
術

も
必
要
と
な
り
ま
す
。
品
種
改

良
に
つ
い
て
は
、
省
力
化
・
高

温
対
策
・
良
食
味
の
米
が
育
種

さ
れ
る
ま
で
数
年
か
か
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
技
術
対
策
と

合
わ
せ
て
要
請
し
て
参
り
た
い
。

高
温
に
強
い
稲
の
品
種
が
で
き

る
ほ
ど
、
低
温
に
弱
く
な
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を

見
極
め
る
の
は
難
し
く
、
今
で

き
る
こ
と
は
基
本
技
術
の
励
行

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
要
望
の

総
務
関
係

営
農
懇
談
会
開
催

営
農
懇
談
会
開
催
令
和
５
年
12
月
５
日
〜
12
月
８
日

各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
懇
談
会
内
容
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

●
意
見・要
望
事
項

●
対
応
等

販
売
関
係

あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
こ
れ

か
ら
議
論
し
取
り
進
め
て
参
り

ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
米
「
ゆ

め
ぴ
り
か
」
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
営

農
計
画
書
の
単
価
は
変
わ
ら
ず
、

な
な
つ
ぼ
し
よ
り
コ
ス
ト
を
掛

け
て
作
付
け
し
て
い
る
が
メ
リ

ッ
ト
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

感
じ
る
。

●「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
位
置
づ
け

は
、
北
海
道
米
の
中
で
ハ
イ
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
今
後
も
販
売
し

て
い
く
品
種
で
す
が
、「
な
な
つ

ぼ
し
」
の
価
格
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
た
め
価
格
差
が
無
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

道
外
ユ
ー
ザ
の
話
で
は
お
米
の

消
費
は
全
体
的
に
下
が
っ
て
き

て
い
る
が
、「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は

伸
び
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

現
状
の
価
格
を
崩
さ
な
い
た
め

に
も
全
道
２
万
ha
を
上
限
に
作

付
面
積
を
配
分
し
価
格
維
持
に

努
め
て
い
ま
す
。

●
営
農
計
画
書
の
策
定
に
当
た

り
米
単
価
が
い
く
ら
に
な
る
か

気
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
も
同

様
で
、
過
年
産
米
、
超
過
米
の

精
算
に
つ
い
て
最
終
的
な
金
額

が
読
み
取
れ
ず
、
改
善
さ
れ
る

も
の
と
思
っ
て
い
た
が
変
更
は

無
か
っ
た
。
主
食
用
米
一
括
り

に
な
っ
て
お
り
、
超
過
米
の
欄

を
増
や
す
等
わ
か
り
や
す
く
し

て
欲
し
い
。

●
資
料
を
簡
素
化
し
て
お
り
申

金
融
共
済
関
係

し
訳
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
、

２
、
３
年
産
う
る
ち
米
の
最
終

精
算
が
さ
れ
ま
す
が
、
資
料
編

成
ま
で
に
間
に
合
わ
ず
今
回
の

資
料
は
概
算
金
額
の
記
載
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
最
終
精
算
の

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月

の
営
農
懇
談
会
等
で
改
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
本
年
、
北
海
道
米
全
般
に
タ

ン
パ
ク
が
高
い
状
況
で
あ
っ
た
。

本
当
に
タ
ン
パ
ク
仕
分
け
を
す

る
こ
と
が
美
味
し
い
米
を
見
分

け
る
こ
と
に
繋
が
る
か
疑
問
に

思
う
。
昨
年
の
７
・
５
％
と
今

年
の
９・
０
％
は
何
が
違
う
の
か
、

今
後
を
含
め
検
討
し
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
願
い
た

い
。

●
本
年
の
タ
ン
パ
ク
格
差
は
仕

分
９
の
高
タ
ン
パ
ク
米
の
み
△

１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
タ
ン

パ
ク
仕
分
け
が
必
要
か
と
い
う

点
で
は
、
品
種
に
よ
っ
て
差
は

あ
り
ま
す
が
、
低
タ
ン
パ
ク
米

は
市
販
用
、
高
タ
ン
パ
ク
米
は

業
務
用
と
用
途
別
に
販
売
し
て

き
た
経
過
に
あ
り
ま
す
。
食
味

試
験
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
昨
年
と
の
食
味
の
差
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は

基
準
品
が
３
割
、
基
準
外
が
７

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ク
レ

ン
で
は
、
八
十
九
の
ブ
ラ
ン
ド

で
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
２
区
分
・
第
３
区
分
の
格
差

は
少
な
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
本
年
、
当
初
概
算
金
の
他

に
３
回
の
追
加
払
い
が
あ
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
タ
ン
パ
ク
仕

分
け
に
ご
理
解
願
い
ま
す
。

●
営
農
計
画
の
算
定
上
、
輸
出

用
米
と
主
食
用
米
と
の
金
額
差

が
大
き
い
と
感
じ
る
。

●
農
協
と
し
て
も
精
算
単
価
を

上
げ
て
い
く
方
向
で
話
を
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
地
域
農
業

再
生
協
議
会
の
検
討
が
必
要
で

す
が
、
産
地
交
付
金
を
活
用
し

主
食
用
米
と
の
差
が
縮
ま
る
よ

う
な
方
法
も
検
討
の
余
地
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

●
主
食
用
米
の
生
産
量
を
増
や

し
て
い
き
た
い
、
新
市
場
開
拓

用
米
も
需
要
が
あ
る
の
で
増
や

し
て
い
き
た
い
と
あ
る
が
、
新

市
場
開
拓
用
米
の
価
格
が
低
い

の
で
、
農
協
と
し
て
ど
の
よ
う

な
方
針
な
の
か
考
え
を
伺
い
た

い
。
新
市
場
開
拓
用
米
の
枠
を

確
保
す
る
と
い
う
こ
と
は
わ
か

る
が
、
そ
れ
で
損
を
す
る
と
い

う
の
は
別
の
話
だ
と
思
う
。

●
基
本
的
に
は
主
食
用
米
を
作

っ
て
い
た
だ
く
の
が
第
一
優
先

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
米
需
給

の
緩
み
締
り
が
繰
り
返
す
と
い

う
の
が
実
態
で
あ
り
、
主
食
用

米
の
需
要
が
下
が
っ
た
時
の
た

め
に
も
、
新
市
場
開
拓
用
米
の

枠
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
食
用
米
と
新
市
場
開
拓
用
米

の
価
格
差
を
埋
め
る
た
め
に
、

産
地
交
付
金
の
活
用
等
を
考
え

て
参
り
た
い
。

●
う
る
ち
米
概
算
金
に
つ
い
て
、

１
回
目
の
３
０
０
円
の
追
加
に

つ
い
て
当
初
か
ら
出
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

●
な
な
つ
ぼ
し
１
２
，
５
０
０

円
と
決
ま
っ
た
時
点
で
は
、
農

協
と
し
て
把
握
は
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
本
年

の
作
柄
・
品
質
を
み
て
、
全
道

共
販
会
議
で
決
定
し
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
最
初
の
概
算
金
を
思
い
切
っ

た
金
額
に
設
定
し
て
は
ど
う
か
。

●
集
荷
率
を
少
し
で
も
高
め
ら

れ
る
よ
う
な
概
算
金
設
定
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

●「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
種
子
配
分

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
配
分

方
法
を
し
て
い
る
の
か
。
マ
ッ

ト
と
ポ
ッ
ト
で
は
種
子
の
使
用

量
が
違
う
。

●
ホ
ク
レ
ン
か
ら
配
分
さ
れ
る

種
子
量
で
配
分
し
て
い
ま
す
。

供
給
種
子
量
も
育
苗
方
式
に
基

づ
き
計
算
し
て
い
ま
す
。

●
来
年
度
主
食
米
が
不
足
し
、

輸
出
・
加
工
も
取
組
拡
大
す
る

な
か
で
、
次
年
度
の
目
安
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
基
本
的
に
は
、
主
食
用
米
の

作
付
け
を
増
や
し
て
欲
し
い
で

す
が
、
需
給
が
均
衡
し
て
い
る

中
で
北
海
道
米
だ
け
目
安
を
増

加
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

る
の
で
、
目
安
の
範
囲
内
で
最

大
限
に
作
付
け
い
た
だ
き
た
い
。

輸
出
用
米
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
は
２
，
３
１
０
ト
ン
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

ま
た
、
主
食
用
米
の
需
要
が
減

少
す
る
中
で
、
水
稲
作
付
け
維

持
の
観
点
か
ら
も
輸
出
用
米
や

政
府
備
蓄
米
と
い
っ
た
も
の
を

農
協
と
し
て
活
用
し
て
参
り
た

い
。

●
資
材
の
伝
票
（
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
登
録
番
号
記
載
）

を
紛
失
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
く
れ
る
の
か
？

●
伝
票
紛
失
の
場
合
、
再
発
行

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
件
数
も

多
い
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら

明
細
書
を
作
成
中
で
す
。

●
資
材
店
舗
の
日
曜
定
休
日
と

な
っ
て
２
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

日
曜
日
で
も
段
ボ
ー
ル
を
購
入

し
た
い
時
も
あ
る
た
め
、
花
卉

セ
ン
タ
ー
で
仮
伝
票
を
発
行
し
、

資
材
店
舗
が
営
業
し
て
い
る
日

（
平
日
）
に
支
払
う
な
ど
、
花
卉

セ
ン
タ
ー
で
も
段
ボ
ー
ル
を
取

り
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
。（
要
望
）

●
資
材
店
舗
の
日
曜
定
休
日
は

土
曜
日
午
後
〜
日
曜
日
の
利
用

人
数
を
踏
ま
え
て
定
休
日
に
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
可
能
な

限
り
日
曜
日
前
の
購
入
や
配
送

で
資
材
店
舗
を
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
ご
貴
重
な
意

見
と
し
て
内
部
で
協
議
し
て
参

り
ま
す
。

●
Ｒ
６
年
度
の
大
豆
の
種
子
の

品
質
は
大
丈
夫
な
の
か

●
し
っ
か
り
と
し
た
種
子
を
供

給
で
き
る
よ
う
に
ホ
ク
レ
ン
と

連
携
を
と
っ
て
参
り
ま
す
。

●
要
望
し
て
い
た
農
作
業
安
全

講
習
会
を
農
協
で
開
催
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
若

い
方
も
多
く
沢
山
の
参
加
者
が

い
て
と
て
も
驚
い
た
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
講
習
会
を
継
続
し

て
開
催
し
て
頂
き
た
い
。（
意
見
）

農
業
振
興
関
係

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（11）



●
職
員
の
動
向
に
つ
い
て
、
正

組
合
員
数
は
、
合
併
時
の
46
％

程
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
職
員

数
は
合
併
時
と
比
べ
70
％
程
度

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
職
員
の

見
通
し
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

●
事
業
そ
の
も
の
を
効
率
的
に

運
営
し
て
職
員
数
を
削
減
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
職
員
の
募
集
は
か
け
て

い
ま
す
が
応
募
が
全
く
な
い
状

況
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況

が
今
後
も
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、

ま
だ
ま
だ
事
業
の
効
率
化
を
求

め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

●
一
已
税
経
の
入
っ
て
い
る
事

務
所
（
旧
農
機
セ
ン
タ
ー
）
に

つ
い
て
今
後
取
り
壊
す
予
定
は

あ
る
の
か
。

●
取
り
壊
す
予
定
は
現
状
あ
り

ま
せ
ん
。
一
已
整
備
工
場
の
事

務
所
を
旧
農
機
セ
ン
タ
ー
の
１

階
へ
移
転
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。

●
担
い
手
支
援
室
が
あ
っ
た
こ

ろ
は
同
室
が
中
心
に
地
区
を
回

っ
て
色
々
な
意
見
を
聞
い
て
も

ら
っ
て
い
た
た
め
復
活
し
て
ほ

し
い
。

●
融
資
課
だ
け
で
な
く
営
農
含

め
て
出
向
く
体
制
を
と
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
出
来
る

だ
け
強
化
し
な
が
ら
、
今
後
の

状
況
を
見
て
判
断
さ
せ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
若
い
職
員
の
離
職
率
が
高
く

な
っ
て
い
て
中
堅
の
職
員
の
負

担
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
自
分
た
ち
と
し
て
も
、

若
い
職
員
を
地
域
と
し
て
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

は
思
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
採

用
等
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
？

●
若
い
職
員
の
離
職
が
毎
年
発

生
し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。

そ
れ
は
当
Ｊ
Ａ
に
限
っ
た
事
で

は
無
く
、
他
Ｊ
Ａ
や
他
業
種
に

お
い
て
も
同
じ
状
況
で
あ
り
、

単
純
比
較
し
た
場
合
当
Ｊ
Ａ
の

離
職
率
は
低
い
方
だ
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。
毎
年
減
少
し
た

職
員
数
分
は
新
採
用
で
募
集
を

し
て
お
り
ま
す
が
、
売
り
手
市

場
が
強
く
、
満
足
の
い
く
採
用

が
出
来
ず
他
の
職
員
に
若
干
の

負
担
が
生
じ
て
い
る
の
も
事
実

で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
新
卒
だ

け
で
は
な
く
中
途
採
用
の
募
集

に
も
力
を
入
れ
て
採
用
活
動
を

進
め
て
参
り
ま
す
が
、
良
い
人

材
の
確
保
は
大
き
な
財
産
と
な

り
ま
す
の
で
組
合
員
の
皆
様
の

周
囲
に
も
対
象
と
な
る
べ
き
人

材
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
ご
紹
介

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
市
内
支
所
の
事
務
所
に
つ
い

て
、
最
終
的
に
は
解
体
す
る
と

い
う
事
で
良
い
の
か
？

●
最
終
的
に
は
そ
の
方
向
性
で

す
が
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

３
月
の
懇
談
会
時
に
提
案
い
た

し
ま
す
。
予
定
と
し
て
は
令
和

10
年
に
は
移
動
店
舗
車
と
な
り

ま
す
が
、
す
ぐ
に
解
体
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
店
舗
が
存
続
す

る
間
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
稼
働
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
店
舗
に
係
わ
る
コ

ス
ト
等
を
考
慮
し
、
都
度
協
議

し
な
が
ら
取
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
老
朽
化
に
よ
る
施
設
の
再
編

に
つ
い
て
会
議
は
コ
ミ
セ
ン
を

使
い
、
税
経
委
員
会
は
本
所
や

メ
ム
の
旧
Ａ
マ
ー
ト
を
使
う
と

の
こ
と
だ
が
、
税
経
に
携
わ
る

人
も
、
利
用
す
る
組
合
員
も
、

時
間
と
労
力
を
要
す
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
い
大
変
だ
と
思
う
。

ま
た
、
自
動
車
工
場
や
ス
タ
ン

ド
は
、
再
編
と
称
し
て
廃
止
す

る
こ
と
も
無
き
に
し
も
非
ず
と

思
う
。
今
ま
で
あ
っ
た
も
の
が

い
き
な
り
ゼ
ロ
に
な
る
の
は
負

担
で
も
あ
り
、
こ
れ
だ
け
厳
し

い
農
業
経
済
の
中
で
、
本
所
に

出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
増
え
れ
ば
、
燃
料
代
も
か

さ
ん
で
く
る
。
組
合
員
の
負
担

が
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
づ
く
よ

う
に
、検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
現
時
点
で
施
設
の
解
体
の
時

期
は
具
体
的
に
決
ま
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
既
存
の
施
設
は
出
来

る
限
り
活
用
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
実
際
い
つ
に
な
る

か
と
い
う
話
で
す
が
、
数
年
の

う
ち
に
税
経
委
員
会
に
お
い
て

も
組
織
の
体
制
を
検
討
さ
れ
て

い
く
か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら

も
踏
ま
え
て
ど
ち
ら
に
持
っ
て

い
く
の
が
良
い
か
と
い
う
判
断

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
他
の
地

区
で
も
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、

地
元
に
あ
っ
た
ほ
う
が
良
い
な

ど
、
そ
の
よ
う
な
意
見
も
伺
い

な
が
ら
方
向
性
を
出
し
て
参
り

ま
す
。

　
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て
は
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
を
守
る
た
め
既
存

の
７
つ
の
ス
タ
ン
ド
は
存
続
さ

せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
人
材
の
確
保
も

重
要
で
あ
る
た
め
、
ピ
ッ
ト
作

業
は
全
面
的
に
工
場
及
び
関
係

業
者
と
の
連
携
を
強
化
し
取
り

進
め
、
計
画
的
な
業
務
運
営
に

努
め
、
ス
タ
ン
ド
は
あ
く
ま
で

給
油
に
特
化
し
た
業
務
と
す
る

考
え
で
あ
り
ま
す
。
地
下
タ
ン

ク
の
更
新
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
部
分
が
あ
る
た
め
、
年
次
計

画
を
立
て
、
あ
く
ま
で
存
続
を

前
提
と
し
て
進
め
て
参
り
ま
す
。

●
ゆ
う
パ
ッ
ク
訴
訟
の
よ
う
な

損
害
に
対
し
て
今
後
保
険
に
加

入
す
る
の
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

●
ど
の
よ
う
な
保
険
が
あ
る
の

か
を
調
べ
今
後
前
向
き
に
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

●
年
金
受
給
額
が
減
少
す
る
可

能
性
が
あ
る
中
、
資
産
運
用
【
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ（
投
資
信
託
）】
や
【
ｉ

Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ（
確
定
拠
出
年
金
）】

に
つ
い
て
、
特
に
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ

は
み
ず
ほ
プ
ラ
ン
が
Ｊ
Ａ
ア
プ

リ
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、Ｊ
Ａ

独
自
で
取
組
み
を
し
な
い
の

か
？

●
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
投
資
信
託
）
に
つ

い
て
は
道
内
で
は
北
海
道
信
連

の
み
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
で
は
取
扱
い
が
少
な
く
、

最
近
廃
止
し
た
経
過
が
あ
る
た

め
当
面
取
扱
い
す
る
予
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ（
確
定

拠
出
年
金
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
Ｊ
Ａ
で
取
扱
い
を
始
め
て
い

る
た
め
、
今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
農
業
者
年
金
制
度
も
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
そ
ち
ら

を
ご
検
討
願
い
ま
す
。

●
北
海
道
独
自
の
ク
ミ
カ
ン
制

度
は
ネ
ッ
ト
で
取
引
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
？

●
全
道
Ｊ
Ａ
か
ら
要
望
を
上
げ

て
い
ま
す
が
、
北
海
道
独
自
の

シ
ス
テ
ム
の
た
め
コ
ス
ト
が
か

か
る
こ
と
か
ら
現
実
的
に
無
理

で
あ
る
回
答
を
信
連
・
農
林
中

金
か
ら
頂
い
て
い
ま
す
。
現
状

可
能
な
の
は
、
普
通
貯
金
口
座

に
資
金
を
移
動
さ
せ
、
ネ
ッ
ト

バ
ン
ク
を
利
用
す
る
方
法
で
す
。

引
続
き
要
請
致
し
ま
す
が
実
現

性
は
低
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

●
市
内
新
規
就
農
者
に
つ
い
て

話
を
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
っ
た
、

現
状
は
ど
う
か
。

●
次
年
度
２
名
の
新
規
就
農
者

が
新
た
に
営
農
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
現
在

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
９
名
が

参
加
し
て
お
り
、
将
来
市
内
で

就
農
頂
け
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

●
水
田
の
１
か
月
水
張
り
確
認

に
つ
い
て
水
抜
け
が
多
い
と
課

題
の
記
載
が
あ
っ
た
。
そ
の
場

合
再
生
協
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
応
確
認
を
し
た
の
か
教
え
て

ほ
し
い
。

●
申
込
者
で
数
名
水
抜
け
が
激

し
く
、
水
張
り
確
認
を
断
念
し

た
方
も
い
ま
し
た
。
再
生
協
と

し
て
は
基
本
３
回
（
始
め
、
中
間
、

終
わ
り
）
の
確
認
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
時
点
で
湛
水
状
態

で
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
と

説
明
し
て
い
ま
す
。

●
デ
イ
ワ
ー
ク
の
運
営
費
に
対

し
て
現
在
補
助
金
が
出
て
い
る

が
将
来
補
助
金
が
打
ち
切
ら
れ

る
と
聞
い
た
。
将
来
デ
イ
ワ
ー

ク
の
運
営
費
を
ど
こ
が
負
担
す

る
の
か
。

●
将
来
、
利
用
者
に
使
用
料
を

負
担
し
て
も
ら
う
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
農
協
内
で

協
議
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

●
現
在
、Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
で
Ｆ
Ａ

Ｘ
や
取
り
ま
と
め
が
来
て
い
る

が
、
現
段
階
で
は
簡
単
な
出
欠

確
認
の
取
り
ま
と
め
は
出
来
る

も
の
の
、
詳
し
い
内
容
の
取
り

ま
と
め
に
な
る
と
、紙（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

で
の
返
信
と
な
っ
て
い
る
。
面

積
調
査
な
ど
様
々
な
取
り
ま
と

め
・
調
査
物
を
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト

で
出
来
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

●
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
の
シ
ス
テ
ム
・

技
術
的
に
可
能
な
の
か
確
認
し
、

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
過
去
に
は
担
い
手
支
援
室
で

補
助
金
の
申
請
も
手
伝
っ
て
も

ら
っ
て
い
た
が
、
ハ
ー
ド
ル
の

高
い
補
助
金
ば
か
り
で
使
え
る

補
助
金
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、

戦
略
的
に
地
域
に
お
金
を
呼
び

込
む
こ
と
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

●
補
助
金
申
請
の
関
係
は
現
状
、

農
業
振
興
部
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
窓
口
と
し
て
対
応
で

き
る
よ
う
に
取
り
進
め
て
参
り

ま
す
。

●
気
候
温
暖
化
に
伴
い
水
稲
栽

培
に
つ
い
て
要
望
し
た
い
。本
年
、

高
温
障
害
に
よ
り
品
質
の
低
下

が
あ
っ
た
。
本
州
の
例
も
踏
ま

え
栽
培
方
法
を
検
証
す
る
時
期

に
来
て
い
る
と
思
う
。
普
及
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
各
研
究
機
関

に
Ｊ
Ａ
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て

頂
き
た
い
。

●
温
暖
化
対
策
は
北
海
道
と
し

て
も
技
術
的
に
確
立
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
ホ
ク
レ
ン
等
関
係
機
関
を

通
じ
取
り
進
め
し
て
参
り
た
い
。

今
で
き
る
技
術
は
、
過
去
か
ら

の
技
術
継
承
で
す
。
来
年
も
起

こ
る
可
能
性
が
あ
り
、
出
穂
ま

で
は
冷
害
対
策
、
出
穂
以
降
は

高
温
対
策
、
特
に
出
穂
後
３
週

間
は
夜
間
に
水
を
入
れ
る
等
過

去
か
ら
の
技
術
し
か
今
の
と
こ

ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
異
常
高
温
の

た
め
、
こ
れ
に
合
わ
せ
た
技
術

も
必
要
と
な
り
ま
す
。
品
種
改

良
に
つ
い
て
は
、
省
力
化
・
高

温
対
策
・
良
食
味
の
米
が
育
種

さ
れ
る
ま
で
数
年
か
か
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
技
術
対
策
と

合
わ
せ
て
要
請
し
て
参
り
た
い
。

高
温
に
強
い
稲
の
品
種
が
で
き

る
ほ
ど
、
低
温
に
弱
く
な
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を

見
極
め
る
の
は
難
し
く
、
今
で

き
る
こ
と
は
基
本
技
術
の
励
行

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
要
望
の

あ
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
こ
れ

か
ら
議
論
し
取
り
進
め
て
参
り

ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
米
「
ゆ

め
ぴ
り
か
」
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
営

農
計
画
書
の
単
価
は
変
わ
ら
ず
、

な
な
つ
ぼ
し
よ
り
コ
ス
ト
を
掛

け
て
作
付
け
し
て
い
る
が
メ
リ

ッ
ト
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と

感
じ
る
。

●「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
位
置
づ
け

は
、
北
海
道
米
の
中
で
ハ
イ
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
今
後
も
販
売
し

て
い
く
品
種
で
す
が
、「
な
な
つ

ぼ
し
」
の
価
格
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
た
め
価
格
差
が
無
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

道
外
ユ
ー
ザ
の
話
で
は
お
米
の

消
費
は
全
体
的
に
下
が
っ
て
き

て
い
る
が
、「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は

伸
び
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

現
状
の
価
格
を
崩
さ
な
い
た
め

に
も
全
道
２
万
ha
を
上
限
に
作

付
面
積
を
配
分
し
価
格
維
持
に

努
め
て
い
ま
す
。

●
営
農
計
画
書
の
策
定
に
当
た

り
米
単
価
が
い
く
ら
に
な
る
か

気
に
な
っ
て
い
る
。
昨
年
も
同

様
で
、
過
年
産
米
、
超
過
米
の

精
算
に
つ
い
て
最
終
的
な
金
額

が
読
み
取
れ
ず
、
改
善
さ
れ
る

も
の
と
思
っ
て
い
た
が
変
更
は

無
か
っ
た
。
主
食
用
米
一
括
り

に
な
っ
て
お
り
、
超
過
米
の
欄

を
増
や
す
等
わ
か
り
や
す
く
し

て
欲
し
い
。

●
資
料
を
簡
素
化
し
て
お
り
申

し
訳
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
、

２
、
３
年
産
う
る
ち
米
の
最
終

精
算
が
さ
れ
ま
す
が
、
資
料
編

成
ま
で
に
間
に
合
わ
ず
今
回
の

資
料
は
概
算
金
額
の
記
載
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
最
終
精
算
の

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月

の
営
農
懇
談
会
等
で
改
め
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
本
年
、
北
海
道
米
全
般
に
タ

ン
パ
ク
が
高
い
状
況
で
あ
っ
た
。

本
当
に
タ
ン
パ
ク
仕
分
け
を
す

る
こ
と
が
美
味
し
い
米
を
見
分

け
る
こ
と
に
繋
が
る
か
疑
問
に

思
う
。
昨
年
の
７
・
５
％
と
今

年
の
９・
０
％
は
何
が
違
う
の
か
、

今
後
を
含
め
検
討
し
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
願
い
た

い
。

●
本
年
の
タ
ン
パ
ク
格
差
は
仕

分
９
の
高
タ
ン
パ
ク
米
の
み
△

１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
タ
ン

パ
ク
仕
分
け
が
必
要
か
と
い
う

点
で
は
、
品
種
に
よ
っ
て
差
は

あ
り
ま
す
が
、
低
タ
ン
パ
ク
米

は
市
販
用
、
高
タ
ン
パ
ク
米
は

業
務
用
と
用
途
別
に
販
売
し
て

き
た
経
過
に
あ
り
ま
す
。
食
味

試
験
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
昨
年
と
の
食
味
の
差
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
は

基
準
品
が
３
割
、
基
準
外
が
７

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ク
レ

ン
で
は
、
八
十
九
の
ブ
ラ
ン
ド

で
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
２
区
分
・
第
３
区
分
の
格
差

は
少
な
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
本
年
、
当
初
概
算
金
の
他

に
３
回
の
追
加
払
い
が
あ
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
タ
ン
パ
ク
仕

分
け
に
ご
理
解
願
い
ま
す
。

●
営
農
計
画
の
算
定
上
、
輸
出

用
米
と
主
食
用
米
と
の
金
額
差

が
大
き
い
と
感
じ
る
。

●
農
協
と
し
て
も
精
算
単
価
を

上
げ
て
い
く
方
向
で
話
を
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
地
域
農
業

再
生
協
議
会
の
検
討
が
必
要
で

す
が
、
産
地
交
付
金
を
活
用
し

主
食
用
米
と
の
差
が
縮
ま
る
よ

う
な
方
法
も
検
討
の
余
地
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

●
主
食
用
米
の
生
産
量
を
増
や

し
て
い
き
た
い
、
新
市
場
開
拓

用
米
も
需
要
が
あ
る
の
で
増
や

し
て
い
き
た
い
と
あ
る
が
、
新

市
場
開
拓
用
米
の
価
格
が
低
い

の
で
、
農
協
と
し
て
ど
の
よ
う

な
方
針
な
の
か
考
え
を
伺
い
た

い
。
新
市
場
開
拓
用
米
の
枠
を

確
保
す
る
と
い
う
こ
と
は
わ
か

る
が
、
そ
れ
で
損
を
す
る
と
い

う
の
は
別
の
話
だ
と
思
う
。

●
基
本
的
に
は
主
食
用
米
を
作

っ
て
い
た
だ
く
の
が
第
一
優
先

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
米
需
給

の
緩
み
締
り
が
繰
り
返
す
と
い

う
の
が
実
態
で
あ
り
、
主
食
用

米
の
需
要
が
下
が
っ
た
時
の
た

め
に
も
、
新
市
場
開
拓
用
米
の

枠
を
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
食
用
米
と
新
市
場
開
拓
用
米

の
価
格
差
を
埋
め
る
た
め
に
、

産
地
交
付
金
の
活
用
等
を
考
え

て
参
り
た
い
。

●
う
る
ち
米
概
算
金
に
つ
い
て
、

１
回
目
の
３
０
０
円
の
追
加
に

つ
い
て
当
初
か
ら
出
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

●
な
な
つ
ぼ
し
１
２
，
５
０
０

円
と
決
ま
っ
た
時
点
で
は
、
農

協
と
し
て
把
握
は
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
本
年

の
作
柄
・
品
質
を
み
て
、
全
道

共
販
会
議
で
決
定
し
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
最
初
の
概
算
金
を
思
い
切
っ

た
金
額
に
設
定
し
て
は
ど
う
か
。

●
集
荷
率
を
少
し
で
も
高
め
ら

れ
る
よ
う
な
概
算
金
設
定
を
考

え
て
い
き
ま
す
。

●「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
種
子
配
分

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
配
分

方
法
を
し
て
い
る
の
か
。
マ
ッ

ト
と
ポ
ッ
ト
で
は
種
子
の
使
用

量
が
違
う
。

●
ホ
ク
レ
ン
か
ら
配
分
さ
れ
る

種
子
量
で
配
分
し
て
い
ま
す
。

供
給
種
子
量
も
育
苗
方
式
に
基

づ
き
計
算
し
て
い
ま
す
。

●
来
年
度
主
食
米
が
不
足
し
、

輸
出
・
加
工
も
取
組
拡
大
す
る

な
か
で
、
次
年
度
の
目
安
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
基
本
的
に
は
、
主
食
用
米
の

作
付
け
を
増
や
し
て
欲
し
い
で

す
が
、
需
給
が
均
衡
し
て
い
る

中
で
北
海
道
米
だ
け
目
安
を
増

加
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

る
の
で
、
目
安
の
範
囲
内
で
最

大
限
に
作
付
け
い
た
だ
き
た
い
。

輸
出
用
米
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
は
２
，
３
１
０
ト
ン
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。

ま
た
、
主
食
用
米
の
需
要
が
減

少
す
る
中
で
、
水
稲
作
付
け
維

持
の
観
点
か
ら
も
輸
出
用
米
や

政
府
備
蓄
米
と
い
っ
た
も
の
を

農
協
と
し
て
活
用
し
て
参
り
た

い
。

●
資
材
の
伝
票
（
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
登
録
番
号
記
載
）

を
紛
失
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
く
れ
る
の
か
？

●
伝
票
紛
失
の
場
合
、
再
発
行

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
件
数
も

多
い
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら

明
細
書
を
作
成
中
で
す
。

●
資
材
店
舗
の
日
曜
定
休
日
と

な
っ
て
２
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

日
曜
日
で
も
段
ボ
ー
ル
を
購
入

し
た
い
時
も
あ
る
た
め
、
花
卉

セ
ン
タ
ー
で
仮
伝
票
を
発
行
し
、

資
材
店
舗
が
営
業
し
て
い
る
日

（
平
日
）
に
支
払
う
な
ど
、
花
卉

セ
ン
タ
ー
で
も
段
ボ
ー
ル
を
取

り
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
し

ょ
う
か
。（
要
望
）

●
資
材
店
舗
の
日
曜
定
休
日
は

土
曜
日
午
後
〜
日
曜
日
の
利
用

人
数
を
踏
ま
え
て
定
休
日
に
し

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
可
能
な

限
り
日
曜
日
前
の
購
入
や
配
送

で
資
材
店
舗
を
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
、
ご
貴
重
な
意

見
と
し
て
内
部
で
協
議
し
て
参

り
ま
す
。

●
Ｒ
６
年
度
の
大
豆
の
種
子
の

品
質
は
大
丈
夫
な
の
か

●
し
っ
か
り
と
し
た
種
子
を
供

給
で
き
る
よ
う
に
ホ
ク
レ
ン
と

連
携
を
と
っ
て
参
り
ま
す
。

●
要
望
し
て
い
た
農
作
業
安
全

講
習
会
を
農
協
で
開
催
い
た
だ

き
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
若

い
方
も
多
く
沢
山
の
参
加
者
が

い
て
と
て
も
驚
い
た
。
今
後
も

こ
の
よ
う
な
講
習
会
を
継
続
し

て
開
催
し
て
頂
き
た
い
。（
意
見
）

ܦ
済
関
係
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乗
り
物
酔
い
と
は
？

医
療
法
人
社
団
本
間
ク
リ
ニ
ッ
ク

本

間
　
　
　裕

‘

乗
物
酔
い
‘
は
、「
動
揺
病
」
と
も
呼
ば
れ
、
車
や
バ
ス
、
電
車
、
船
な
ど
乗
物
の
揺
れ
、
遊
園
地
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
も
引
き
起
こ
さ

れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
乗
物
酔
い
に
は
耳
、
目
、
脳
な
ど
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
耳
の
一
番
奥
に
あ
る
三
半
規
管
と
耳
石
器
（
じ
せ
っ
き
）
が
重
要
で
、
こ
れ

ら
は
平
衡
感
覚
を
感
じ
る
器
官
で
す
。
三
半
規
管
に
は
リ
ン
パ
液
が
入
っ
て
お
り
、
液
体
の
流
れ
か
ら
体
の
回
転
を
感
じ
取
っ
て
い
ま
す
。
耳
石
器
に
は
、
平
衡
砂
と
呼

ば
れ
る
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
結
晶
が
入
っ
て
お
り
、こ
の
重
さ
に
よ
っ
て
体
の
直
線
方
向
の
動
き
を
感
知
し
て
い
ま
す
。
三
半
規
管
と
耳
石
器
で
捉
え
ら
れ
た
体
の
位
置
・

揺
れ
や
速
度
な
ど
の
情
報
は
脳
へ
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
乗
物
に
よ
る
不
規
則
な
加
減
速
、
繰
り
返
さ
れ
る
発
車
や
停
車
、
右
、
左
折
な
ど
に
よ
る
前
後
左
右
上
下
へ
の
揺

れ
が
強
い
場
合
に
、
平
衡
感
覚
の
情
報
と
、
実
際
に
目
で
見
る
視
覚
の
情
報
と
あ
い
だ
に
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
脳
が
混
乱
す
る
こ
と

で
引
き
起
こ
さ
れ
る
自
律
神
経
系
の
反
応
が‘

乗
物
酔
い
‘、「
動
揺
病
」
で
、
め
ま
い
や
吐
き
気
・
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
ま
た
嗅
覚
か
ら
の
不
快
感

や
ス
ト
レ
ス
・
不
安
な
ど
の
精
神
的
因
子
も
乗
物
酔
い
に
関
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
半
規
管
や
脳
の
働
き
が
未
発
達
な
２
歳
頃
ま
で
の
乳
幼
児
で
は
、
乗
物
酔
い
を
生
じ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
３
歳
ご
ろ
か
ら
次
第
に
酔
い
や
す
い
子
供
と
酔
わ

な
い
子
供
の
差
が
出
て
き
ま
す
。
小
学
校
入
学
頃
か
ら
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
高
学
年
に
な
る
ほ
ど
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
小
学
校
高
学
年
か
ら
中
学
生
が

ピ
ー
ク
で
、
そ
の
後
の
成
長
と
と
も
に
少
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
成
人
で
も
乗
物
酔
い
に
悩
む
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢
と
と
も
に
乗
物
に
乗
る
体

験
を
重
ね
る
こ
と
で
、
脳
が
そ
の
ス
ピ
ー
ド
や
揺
れ
に
慣
れ
、
乗
物
酔
い
を
起
こ
さ
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
乗
物
に
乗
る
機
会
の
少
な
い
人
は
、
や

は
り
乗
物
酔
い
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
乗
物
へ
の
不
安
が
強
い
人
や
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
人
も
乗
物
酔
い

し
や
す
い
と
い
え
ま
す
。
起
立
性
調
節
障
害
の
子
供
は
乗
物
酔
い
し
や
す
い
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
乗
物
酔
い
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、
過
去
の
記
憶
が
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
、
乗
物
酔
い
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
楽
し
い
旅
行
も
、
乗
り
物
酔
い
す
る
人
に
と
っ
て
は
辛
く
憂
鬱
な
も
の
で
し
ょ
う
。
乗
り
物
酔
い
の

予
防
方
法
は
、
寝
不
足
を
し
な
い
。
消
化
の
良
い
食
事
を
摂
る
。
前
の
方
に
座
る
。
乗
車
中
は
本
を
読
ま
な
い
。
近
く
見
な
い
で
、

で
き
る
だ
け
遠
く
を
見
る
。
流
れ
て
い
く
風
景
を
眼
で
追
わ
な
い
。
窓
を
開
け
て
新
鮮
な
空
気
を
吸
う
。
乗
り
物
酔
い
の
予
防
薬

を
飲
む
、な
ど
で
す
。
乗
り
物
に
酔
い
や
す
い
人
は
、‘

ど
う
せ
ま
た
乗
り
物
酔
い
す
る
ん
だ
よ
ね
‘
な
ん
て
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
ん
な
気
分
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
気
持
ち
悪
く
な
る
も
の
で
す
。
予
防
法
を
い
ろ
い
ろ
試
し
て
み
て
下
さ
い
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

小
さ
な
成
功
体
験
を
増
や
し
て
い
き
、
自
信
を
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（13）



経済部からのお知らせ

දۀ࡞෦ɹࡁܦ
ྩ和݄̒̎̍վగ

価格：税込
߲ ۠ ୯Ձ

整備工場　整備工賃 給油所を除く ９，９００円 /時

整備工場　出張料金
（給油所を除く）

きたそらち農協管内　
搬送車 高速料金は実費 ８，８００円 /回

きたそらち農協管内　
小型車 高速料金は実費 ５，５００円 /回

きたそらち農協管外 １ ｋ ｍ ご と に
５００円加算 ８，８００円 /回

作業料 ロードサービス特
殊作業時間除く ９，９００円 /時

ロードサービス特殊作
業料
脱輪・横転・引出し

クレーン・ウイン
チ使用 ３３，０００円 /回

整備工場　洗車機使用料
（給油所を除く）

冷水 ４，４００円 /時
温水 ６，６００円 /時

バッテリー充電
Ｄ３１クラス以下 １，１００円 /回
Ｅ４１クラス以上 １，６５０円 /回

λ
Π
Ϡ

ண

普通車　軽自動車
ミニバン
ＳＵＶ：４Ｈ　５Ｈ車

１５インチ以下 ８８０円 /本

１６インチ以上 １，１００円 /本

１ＢＯＸ　ＲＶ車　輸入車
ハイエース、ランクル、６Ｈ車

貨物車

１５インチ以下 １，１００円 /本
１６インチ以上　４ｔ以下 １，６５０円 /本
４ｔ超 ２，２００円 /本

タ
イ
ヤ
入
替

普通車　軽自動車
ミニバン
ＳＵＶ：４Ｈ　５Ｈ車

１５インチ以下
（バランス調整含む）

バルブ交換別途
500円 ３，０８０円 /本

１６インチ以上
（バランス調整含む）

バルブ交換別途
500円 ３，９６０円 /本

１ＢＯＸ　ＲＶ車　輸入車
ハイエース、ランクル、６H車

貨物車

１５インチ以下
（バランス調整含む）

バルブ交換別途
500円 ３，８５０円 /本

１６インチ以上
（バランス調整含む）

バルブ交換別途
500円 ４，７３０円 /本

リング式ホイール ４，４００円 /本

ϗ
Π
ồ
ϧ
ό
ϥ
ϯ
ε

普通車　軽自動車
ミニバン
ＳＵＶ：４Ｈ　５Ｈ車

１５インチ以下 １，４３０円 /本

１６インチ以上 １，９８０円 /本

１ＢＯＸ　ＲＶ車　輸入車
ハイエース、ランクル、６Ｈ車

貨物車

１５インチ以下 １，９８０円 /本

１６インチ以上 ２，７５０円 /本

࣋
ࠐ
Έ
࡞
ۀ

持込エンジンオイル交換 １，１００円 /台
持込オイルエレメント交換 １，１００円 /個
持込オイルエレメント廃棄 １１０円 /個

（14）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



߲ ۠ ୯Ձ

ύ
ϯ
ク
म
ཧ

チューブレスタイヤ
外面修理・ゴムバルブ交換

１５インチ以下
2ヶ所以上の場合、
1ヶ所追加ごとに
500円加算

１，９８０円 /本

１６インチ以上
2ヶ所以上の場合、
1ヶ所追加ごとに
500円加算

２，２００円 /本

チューブレスタイヤ
内面修理

１５インチ以下
2ヶ所以上の場合、
1ヶ所追加ごとに
500円加算

３，０８０円 /本

１６インチ以上
2ヶ所以上の場合、
1ヶ所追加ごとに
500円加算

３，６３０円 /本

チューブ修理

１５インチ以下
（バランス調整含む）

2ヶ所以上の場合、
1ヶ所追加ごとに
500円加算

２，７５０円 /本

１６インチ以上
（バランス調整含む）

2ヶ所以上の場合、
1ヶ所追加ごとに
500円加算

３，６３０円 /本

リング式ホイール
2ヶ所以上の場合、
1ヶ所追加ごとに
500円加算

４，４００円 /本

ഇ
λ
Π
Ϡ
ॲ
ཧ
ྉ

タイヤ

普通車　軽自動車 ２７５円 /本
ＲＶタイヤ（１９５/７０Ｒ１５以上） ４４０円 /本
トラック（１５～１７. ５インチ） ４４０円 /本
トラック（１８～２２. ５インチ） ８２５円 /本

タイヤ
ホイール付

普通車　軽自動車 ３８５円 /本
ＲＶタイヤ（１９５/７０Ｒ１５以上） ８２５円 /本
トラック（１５～１７. ５インチ） ８２５円 /本
トラック（１８～２２. ５インチ） １，４３０円 /本

スパイクタイヤ

普通車　軽自動車 ４９５円 /本
ＲＶタイヤ（１９５/７０Ｒ１５以上） ９３５円 /本
トラック（１５～１７. ５インチ） ９３５円 /本
トラック（１８～２２. ５インチ） １，７６０円 /本

スパイクタイヤ
ホイール付

普通車　軽自動車 ６０５円 /本
ＲＶタイヤ（１９５/７０Ｒ１５以上） １，１００円 /本
トラック（１５～１７. ５インチ） １，１００円 /本
トラック（１８～２２. ５インチ） ２，０９０円 /本

ホームタンク内の燃料油移動
ホームタンク本体の移動
（きたそらち農協管轄内に限る）

作業１時間につき２，５００円 /１名
　※２名で１時間の作業をした場合
　　１時間×２，５００円×２名＝５，０００円
　　なお、最低単位は３０分ごと

２，７５０円 /時

オイル交換 ５Ｗ－３０　１０Ｗ－３０ １，１００円 /Ｌ

※ＳＵＶ＝乗用車タイヤ装着車　ＲＶ車（クロカン）＝ランクル、ハイラックスなど４ＷＤ専用タイヤ装着車
※タイヤ脱着は交換するタイヤのインチが異なる場合、大きい方の価格が適用されます。
　　例）普通車　ミニバン：１６インチ⇒１５インチへの交換は、１，１００円 /本になります。

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（15）



クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

一月俳句一月俳句一月俳句

12月号の正解は
「フユヤスミ」でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれま
した。

深 川 市　　桑野かずえ　様
深 川 市　　藤田　眞一 様
深 川 市　　日当　文子　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
1

2

3

4
5

7
10

11
12
13

15
18

21

急いでしなくてはならない仕事
や任務。
円の中心を通り両端が円周上に
ある直線「○○○○〇5ｍの～」
物の表面をおおう薄い皮。「油
の○○ができる」
勢いや力「○○○○〇を広げる」
国や団体の大切な秘密「○○
○事項」
一番下の面。一番おくの方。
けもの・魚・虫などを数える言
葉。
電話で話をすること。
2月の次の月。
文章や話の要点を短くまとめる
こと。「話を○○○〇すると…」
英語で砂糖のこと

「打」「持」「指」などの漢字の
左側の部首
服装・言動がきどっていて、嫌
みに思われること。「○○なセ
リフ」

1
3

6

8

9

10
11
12
14

16

17

19

20
22

23

朝鮮半島の辛い漬物
劇場・乗り物などの座席がすべてふさ
がること
物事のなりゆきを前もっておしはかる
こと「物事を○○○する」
言葉や文や記号が表す事柄や内容。理
由や意図。
人気があって、特にもてはやされる人

「○○○○芸人」
二つ以上の数量を比較したときの割合
月が明るく照る夜
いいものを採り上げて用いること
かみをすいたり、かみ飾りにしたりす
るもの
思ったことや感じたことを文字で書き
表したもの
土地の高い方。より優れている方。「一
枚○○○」
出演者が支度をしたり、休んだりする
部屋
壁面・天井などに描かれた絵画
針のような葉を沢山つける常緑樹「○
○・竹・梅」
研磨剤・洗剤などをまぜて作った、み
がき粉

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォーム・ハガキ・
ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を
記入の上ご応募下さい。
締切2月29日消印有効で当選者とクイズの答えは令和６年4月号に掲載します。

●
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１．関係団体等諸会議について
２．会計監査人の再任の決定（内定）について
３．令和６年度監事監査方針について
４．内部監査報告について
５．組合員の加入脱退について
６．11月末推定決算について
７．財務報告及び事業実績について
８．決算実地棚卸の立会について
９．年末訓示の取り進めについて
10．職員の人事及び業務事故について
11．令和５年度提案表彰について
12．貸出金の貸付報告について
13．大口貸出先（信用供与1億円超）の概況について
14．クミカン精算状況について
15．令和５年度　JA青年部女性部とJA常勤役員との

懇談会報告
16．令和５年度　地域づくり総合交付金（道費）に係
る交付内定について

17．令和６年産米の「生産の目安」について
18．令和２年産　うるち米最終精算について

19．令和3年産　うるち米最終精算について
20．令和3年産　うるち米加工輸出最終精算につい
て

21．令和3年産　うるち酒米最終精算について
22．令和4年産　うるち・もち米粉、飼料用米最終
精算について

23．令和5年産　超過米出荷奨励金の支払いについ
て

24．令和4年産　民間流通小麦最終精算について
25．令和4年産　JA共計大豆最終精算について
26．令和4年産　そば（一般品）最終精算について
27．令和4年産　雑穀最終精算について
28．畜産物の販売実績について
29．青果・花き集荷販売実績について
30．R5青果・花き生産振興対策（実績）について
31．R5農薬大口奨励金の支払について
32．経済部事業実績について
33．北竜和SSレギュラーガソリン水混入事故におけ
る経過報告について

議案第１号　令和5年度第3四半期随時監査の結果に
ついて

議案第２号　令和6年度内部監査部門事業計画について
議案第３号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第４号　委員会委員の構成について
議案第５号　委員会委員長・副委員長の選任について
議案第６号　債権の売却について
議案第７号　貸出金の貸付について
議案第８号　系統外販売に係る取引先の追加について
議案第９号　令和5年産　小麦二次概算金支払いに

ついて

議案第10号　令和5年産　幌加内そば共計概算金の
支払いについて

議案第11号　令和5年産　雑穀概算金支払いについて
提
出
議
案

報

告

事

項

第13回理事会 〈令和5年12月27日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

組合員の動き
（令和5年12月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,211
105
5,493
276
866

当月末
44
0
59
0
28

脱退
5
3
75
5
1

加入
1,250
102
5,477
271
893

当期首

大変お疲れ様でした大変お疲れ様でした大変お疲れ様でした退　職　者退　職　者退　職　者

◆経済部多度志自動車整備工場 齊藤　　徹
令和５年12月31日付

◆販売部畜産課 大岡　由貴
令和６年１月31日付

ＪＡきたそらちＪＡきたそらち（17）



ۚ༥ڞ済部からのお知らせ

■発行／きたそらち農業協同組合　〒074-0015　北海道深川市深川町メム10号線山3線5850番地　TEL 0164（22）6600　FAX 0164（22）8611
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本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024ＪＡきたそらち
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